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1．基本理念と目的   

                  

今日、男女が互いにその人権を尊重しつつ責任を分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に

発揮することのできる、男女共同参画社会の形成が求められている。川崎市においては、男女が共に自立し、平等

で快適に暮らしていくことを目標として、男女平等推進のための基本的な考え方や総合的な仕組みを定めた「男女

平等かわさき条例」を制定し、2001（平成 13）年 10 月より施行している。 

当センターでは、性別にかかわりなく男女があらゆる分野で持てる力を発揮できる、男女共同参画を推進する活

動拠点として、調査研究・啓発、相談、情報提供、学習・研修、交流・ネットワークなどの各種事業を実施する。また、

ホールを活用し、青少年の舞台芸術活動に寄与する。 

 

＜愛称について＞ 

『すくらむ 21』 作者：青木憲介氏（川崎市在勤） 

 当センターが、市民により親しまれ、愛されるよう愛称を市民から公募し、選考の上決定した。「すくらむ」という名

称には、「男女共同参画社会の実現を目指して、男女が手を取り、肩を組み、助け合いながら活動の輪を広げてい

こう」という思いが込められている。また、男女共同参画センターの開設が 21 世紀の幕開けにふさわしく、また新世

紀において一層発展していくという願いをこめて「21」を付け加えたものである。当センターは、市民とのパートナーシ

ップによって男女共同参画社会の形成を目指している。 

 

2．事業の概要     

                   

Ⅰ．調査研究 

男女共同参画社会の実現に必要な事業に結びつく実践的な調査研究を行

う。また、男女共同参画社会の形成に向けた市民の研究活動を支援するとと

もに、市民、地域社会、企業へ向けて積極的に啓発活動に取組む。 

Ⅱ．相談 

「女性の人権」の確立をめざし、女性のための総合相談（電話相談、面接相

談）事業を行う。また、男性が抱える悩みの解決を支援することを目的に男性

のための電話相談事業を行う。同じ悩みを抱える市民が問題解決に向けた活

動をする自助グループへの支援等、相談体制を整備し相談者が相談しやす

い環境整備と解決・自立に導く支援を行う。 

Ⅲ．情報提供 

男女共同参画に関する国、自治体、市民団体等の情報を収集し、市民にホー

ムページやセンター通信等を発行する。男女共同参画に対する情報を市民に

わかりやすく伝えていくための効果的な広報活動に取組む。 

Ⅳ．学習・研修 

「第 4 期川崎市男女平等推進行動計画～かわさき☆かがやきプラン～」に基

づき、男女共同参画セミナーや女性のエンパワーメントを支援する実践的な

講座を開催する。また、男女共同参画に取り組む市民や市民活動グループ等

の活動を支援する。 

Ⅴ．交流・ネットワ

ーク 

男女共同参画社会の形成に向け、企業や団体・グループ、関係機関や若年

層など関係者をつなげ、地域内のネットワーク充実に向けて取組む。また、新

たな分野における男女共同参画の推進も図る。 

Ⅵ．一時保育 

センター事業の側面的な支援として一時保育を実施するとともに、子育て中の

親子の居場所づくり等、子育て支援に係わる事業を行う。その他、各事業を補

完する業務を行う。 

Ⅶ．自主事業 
男女共同参画社会の実現に関連する講座等の開催や企業や団体等への研

修事業、男女共同参画に関連する啓発冊子の製作等を行う。 
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3．沿 革   

 
1992（平成 4）年 12 月 

1994（平成 6）年 3 月  

1995（平成 7）年 11 月  

1996（平成 8）年 1 月  

1996（平成 8）年 2 月  

 

 

1996（平成 8）年 6 月  

 

 

1997（平成 9）年 12 月  

 

1997（平成 9）年 9 月  

 

1997（平成 9）年 10 月  

1998（平成 10）年 2 月  

 

1998（平成 10）年 8 月  

1998（平成 10）年 11 月 

 

1998（平成 10）年 11 月 

 

1999（平成 11）年 3 月  

1999（平成 11）年 4 月  

1999（平成 11）年 6 月  

1999（平成 11）年 9 月  

1999（平成 11）年 10 月  

2000（平成 12）年 8 月  

2001（平成 13）年 9 月  

～12 月 

2003（平成 15）年 4 月  

2003（平成 15）年 7 月  

2006（平成 18）年 2 月 

2006（平成 18）年 4 月  

 

2007（平成 19）年 7 月 

2009（平成 21）年 9 月 

2010（平成 22）年 1 月 

2011（平成 23）年 4 月 

           ～6 月 

2011（平成 23）年 4 月 

 

2016（平成 28）年 4 月 

 

「（仮称）川崎市女性センター基本構想 －建設に向けての提言－」 

「（仮称）川崎市女性センター基本計画」策定 

「（仮称）女性センター早期建設に関する請願」 

用地取得交渉不調 

市議会第 3 委員会（請願審査） 

「（仮称）川崎市女性センターは、移転後の高津区民館をリフォームして整備する」

旨表明し請願を採択。 

（仮称）川崎市女性センター整備検討会 

リフォーム整備に向けて基本計画の見直し検討作業で、研究開発、情報発信、相

談、交流、学習の 5 機能の再配置を確認 

（仮称）川崎市女性センターリフォーム整備検討会重点機能を研究開発・相談・情

報提供発信として、実施設計と連携しながら諸施設の配置構成の方向付けをする 

「女性センターをコーディネイトする ～21 世紀につなげる女性センター～」開催  

（‘97 かわさき女と男のフォーラム第 1 分科会として実施） 

（仮称）川崎市女性センター実施設計委託 

「新春コンサート＆女性センター整備検討会報告会のつどい」 

（川崎の男女共同社会をすすめる会主催） 

（仮称）川崎市女性センター改修工事着手（事務室棟） 

「みんなで考えよう－川崎・女性センターの保育と交流コーナー」 

（かながわ女性会議主催） 

「市民がつくる女性センター」ワークショップ開催 

（‘98 かわさき女と男のフォーラムのプレイベントとして実施） 

改修工事完了（事務室棟） 

管理運営委託（財団法人川崎市中小企業・婦人会館） 

愛称を「すくらむ 21」に決定 

開 館（事務室棟供用開始）  

ホール改修工事着手 （2000（平成 12）年 3 月 改修工事完了） 

ホール棟供用開始 （同年 9 月 ホール開館） 

「男女共同参画推進フォーラム in 川崎」開催 

（独立行政法人国立女性教育会館、川崎市教育委員会と共催） 

管理運営委託先を変更（財団法人 川崎市指定都市記念事業公社） 

川崎市公共施設利用予約システム（ふれあいネット）の導入 

第 1 回すくらむ 21 まつり開催（以降、毎年開催） 

指定管理者：ＴＥＰＣＯパブリックサービス（東京電力グループ企業の共同企業体）

が事業企画及び施設管理（指定管理期間 2006 年 4 月～2011 年 3 月） 

川崎市内工業組合団体女性活躍推進事務局長会議 開催（以降、毎年 2 回開催） 

開館 10 周年 

ホール座席老朽化に伴う入替え工事を実施 

ホール天井の耐震化工事の実施 

 

指定管理者：ＴＥＰＣＯパブリックサービス（東京電力グループ企業の共同企業体）

が事業企画及び施設管理（指定管理期間 2011 年 4 月～2016 年 3 月） 

指定管理者：すくらむ 21 運営共同事業体が事業企画及び施設管理（指定管理期

間 2016 年 4 月～2021 年 3 月） 

～ 
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2018（平成 30）年 10 月 

2019 年 11 月上旬～ 

令和 2(2020) 年 5 月 

長寿命化修繕の一環として、屋上防水工事の実施 

長寿命化修繕の一環として、外壁等の改修工事の実施 

4．施設概要                          

 

（1）名 称   川崎市男女共同参画センター（愛称：すくらむ 21） 

（2）設 置   川崎市 （1999（平成 11）年 9 月 1 日開設） 

（3）所 在 地   川崎市高津区溝口 2 丁目 20 番 1 号 

（4）交 通   ＪＲ南武線「武蔵溝ノ口」駅、東急田園都市線・大井町線「溝の口」駅から徒歩 10 分 

（5）運 営   すくらむ 21 運営共同事業体（パーソルテンプスタッフ株式会社／東電タウンプランニング 

株式会社） 

（6）施設の概要 ①構   造  鉄筋コンクリート、一部鉄骨鉄筋コンクリート 

        ②規   模  地上 4 階・塔屋 1 階 

           ③敷地面積  2,873.85 ㎡ 

④建築面積  1,325.94 ㎡ 

⑤述床面積  3,337.07 ㎡ 

     事務室棟  1,858.15 ㎡ 

            ホ ー ル  1,478.92 ㎡ 

⑥ホール客席数  850 席（その他車椅子用スペース 5 台分） 

（7）駐 車 場   25 台 （障がい者用駐車スペース 1 台分含む） 

 

5．館内案内図  

                

各階はそれぞれ目的を持ったフロアにまとめられている。 
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6．利用案内               

 

（1）開館時間 ・・・ 8 時 30 分 ～ 21 時 30 分 

（2）休館日   ・・・ 年末年始（12/29-1/3）及び以下の休館日（保守点検等実施による） 

           ※原則、偶数月の第 3 火曜日／令和２年度（4/21、6/16、8/18、10/20、12/15、2021/2/16） 

（3）利用時間 ・・・ 貸館時間 9 時 00 分～21 時 30 分 

   【予約方法】 川崎市公共施設利用予約システム「ふれあいネット」により管理 

◆ 会議室、第 1・2・3・4 研修室、多目的室（→市内ふれあいネット専用端末機、インターネット等） 

 ※ 利用希望日の 2 日前からは、センター受付窓口での書類による申込み受付のみとする。 

◆ ホール、第 1・2 楽屋、保育室 

→ センター受付窓口（受付時間 8 時 30 分～19 時 00 分）での書類による申込手続き。 

 

7．指定管理者 すくらむ 21 運営共同事業体   

 

2006（平成 18）年度から、指定管理者制度が導入され、「ＴＥＰＣＯパブリックサービス」（東京電力グループ企業

で構成する共同企業体）が、当センターの指定管理者として男女共同参画事業の実施ならびに施設の管理運営を

担ってきた。2012（平成 24）年 7 月からは、ＴＥＰＣＯパブリックサービスの構成企業について、東京リビングサービ

スの機能を株式会社キャリアライズに移管し、2 社での運営体制に変更となっている。2013（平成 25）年 7 月から

は、ＴＥＰＣＯパブリックサービスの構成企業について、東電広告株式会社が組織変更により東電タウンプランニン

グ株式会社となり、変更となっている。2016（平成 28）年 4 月からは「すくらむ 21 運営共同事業体（代表会社 株式

会社キャリアライズ）」が、指定管理者として男女共同参画事業の実施ならびに施設の管理運営を担っている。 

なお、2018（平成 30）年 10 月からは、株式会社キャリアライズがパーソルテンプスタッフ株式会社に統合された

ことを受け、すくらむ 21 指定管理者構成企業が変更になった。 

＜すくらむ 21 運営共同事業体：すくらむ 21 指定管理者構成企業＞ 

 

 

 

 

８．組織図     

 

        

【代表会社】パーソルテンプスタッフ株式会社 

（調査研究/総合相談/情報提供/学習研修等の企画実施／建物設備の維持管理） 

構成員：東電タウンプランニング株式会社（ホールの維持管理/各種イベント企画） 
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９．運営推進委員会  

 

(1)目的 

川崎市男女共同参画センターが、男女平等のまち・かわさきを目指し、センターの運営に関して協議及び

意見交換等を行うことにより、より円滑かつ効果的に男女共同参画の推進に寄与する 

(2)設置者 

すくらむ 21 運営共同事業体（指定管理者） 

(3)委 員  

【第2期】 2019 4 1 2021 3 3 31 まで 

・委員は 8 人以内とし、センター館長が委嘱する。  

・任期は 2 年、男女のいずれか一方の委員の数は、委員の総数の 10 分の 4 未満であってはならない。 

（順不同、敬称略） 

  （オブザーバー） 所管課 ： 川崎市 人権・男女共同参画室 男女平等推進担当職員  

 

区 分  氏   名 職 名 等 

学識者 辻   泉 中央大学文学部 教授

学識者 金子 雅臣 一般社団法人職場のハラスメント研究所 代表理事

学識者 樋口 博美 専修大学人間科学部 教授

学識者 湯山 薫 川崎北合同法律事務所 弁護士

団体推薦 石塚 俊美 高津区全町内会連合会 理事

団体推薦 石川 敬子 国際ソロプチミスト川崎 財務・歳入委員長 

行政 箱島 弘一 川崎市教育委員会生涯学習部生涯学習推進課 課長 

行政 澤田 尚志 川崎市経済労働局企画課 課長





Ⅱ 2019年度 事業報告

（2019.4.1～2020.3.31） 
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1．調査研究事業 

【事業目的】 

調査研究事業は、男女共同参画推進拠点施設としての役割、機能を十全に果たしていくうえで不可欠な基礎事業と位

置づけている。川崎市における男女共同参画の推進状況把握、男女共同参画推進にかかる地域課題・ニーズの発掘、

既存事業ならびに新規事業の検証と改善を目的とする。 

 

（1）新しい分野に関する事業ニーズと課題の把握 

① 防災分野における男女共同参画の推進と女性の参画の拡大に向けたアクションリサーチ 

【目的】災害はいつ発生するかわからない。災害時は平時に課題となっていることが露見し、増幅して課題として表

面化する。川崎市内の自治会・町内会を基盤とする自主防災組織においては、女性リーダーが極めて少ない実態

が続いている。「平時にできないことは、災害時にはもっとできなくなる」という被災地の教訓をもとに、平時における

男女共同参画の視点からの防災・減災への取り組みの重要性を地域に浸透させる必要がある。そのため、防災部

署との連携を強化し女性リーダーの養成に取り組む。また、ひとり暮らしの高齢者が増加している現状を踏まえシ

ニアシングル女性を対象とした防災冊子を作成する。 

【方法】 

１．川崎市総務企画局危機管理室と連携し、市内 7 区すべての自主防災組織に対して、性別によって生じる課題に

ついて学ぶとともに、避難所や地域における課題解決に向けた取組みを進めるため、女性の視点からの防

災・減災をテーマとした研修会を企画し実施する。積極的に女性へ参加の呼びかけをお願いするとともに、女性リー

ダー候補者を集めてワーキング（全 2 回）を実施し、女性リーダーもしくはその候補者の抱える悩みや課題、必要とさ

れる取り組みについて把握する。 

２．昨年度以前に引き続き、市や各区・地域で行われる防災訓練や各種出前講座の中で、共通アンケートを実施し、防

災・減災に関する情報提供のニーズを把握し、今後の取り組みにつなげる。 

３．地震に加え、風水害による災害も想定に入れた上で、ひとり暮らしの高齢者が地域に増えている現状を踏まえ、5 年

前に作成した防災冊子を市民の意見を聞き取りながら、改訂版として再編し発行する。 

【結果】 

１．①リーダー研修：被災地に学ぶ災害時の課題、ＫＡＷＡＨＵＧ（避難所運営ゲーム）の実施、振り返りと工夫点の共有、

女性の視点から避難所で生じる課題について考える、平時の備えについて座学による研修会を行った。毎年、リー

ダー研修の参加者が男性中心になりがちであることから、女性リーダーの候補者に出席いただくように各区の危機

管理担当から呼びかけ 8 月～10 月にかけて全７区・7 か所で研修を実施した。 

②ワーキング：災害時に著しく困難となる方を減らすために、小グループによる課題、防災訓練メニューを検討した。

リーダー研修を受ける形で、女性の視点からの防災訓練を考えるワーキングを 11 月に 2 回開催した。ワーキングで

は、さらに災害とジェンダー課題に対する知識を深めるとともに、平時だからこそできる女性の視点からの防災・減災

への取り組みを具体的な防災訓練のメニューとして考えた。女性の視点でつくるかわさき防災プロジェクト（通称：ＪＫ

Ｂ）のメンバーによる活動の紹介も入れ、女性が補助的な役割や特定の仕事（例えば炊き出しのみ）を担うのではな

く、女性の視点を打ち出した新たな訓練メニューを考えることとした。台風 19 号の被災経験についても振り返りなが

ら、必要な訓練や災害時の課題について考えた。平時の地域の防災訓練で実践可能な訓練メニューを企画し、川崎

市がすでに自主防災組織向けに配布している「みんなで訓練４８」（４８種類の訓練メニュー）の４９番目の訓練をオリ

ジナルで作成した。 

③川崎市防災シンポジウムでの事例発表：川崎市自主防災組織連絡協議会主催の「川崎市防災シンポジウム」は
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2019 年度は、「過去の災害から学ぶ、女性の視点を取り入れた強く、しなやかなまちづくりに向けて」というテーマで

開催された。災害時に発生した事例の紹介や調査に基づくジェンダーの視点からの課題点について理解が深まるよ

うな基調講演の後、事例発表として、これまでの各区の研修の振り返りとワーキングでの様子を講師が紹介した。そ

の中で、ワーキング修了生 2 名が登壇し取り組みの成果を発信することができた。 

各回のアンケート結果からは、女性たちは日頃の備えや地域での取り組みの重要さを認識しており、特に被災し

た女性たちの実態を知ったことにより、「意見を述べることの大切さを改めて感じた」、「性別により災害時に仕事を失

ったり、性被害にあうといったダメージの違いがあることが分かった」、「避難所運営の難しさを感じ、より多くの住民

と課題を共有する必要性がある」と述べている。男性リーダーを中心とした組織の中で、女性の役員が少数であるこ

と、また意見が通りにくいことや発言しても後回しにされてしまいがちな状況について課題を抱えていた。今後も継続

したリーダー養成につながる研修会やネットワーキングが求められていることが明らかになった。 

（ ）女性の人数 

実施内容 実施時期 参加者数 

①区自主防災組織主催リーダー研修     宮前区 8 月 26（月）14:00～16:30 51（40） 

麻生区 9 月 2 日（月）14:00～16:30 67（40） 

中原区 9 月 10 日（火）14:00～15:30 68（58） 

高津区 9 月 11 日（水）13:30～16:00 39（30） 

多摩区 9 月 17 日（火）14:00～16:30 12（11） 

川崎区 9 月 20 日（金）14:00～16:30 116（72） 

幸区 10 月 24 日（木）14:00～16:30 40（25） 

②ワーキング 1 日目＠エポック中原 11 月 6 日（水）14:00～16:30 18（18） 

ワーキング２日目＠エポック中原 11 月 22 日（金）14:00～16:30 18（18） 

③川崎市防災シンポジウム 1 月 17 日（金）14:00～16:15 288（-） 
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２．全体のアンケート（年度内で計 14 回実施した総数）からは、下図に示す集計結果を得た。あらかじめ必要としている

情報としては、a)災害時のトイレ問題とその対策、i)災害時の連絡手段と事前の対策、k)防災マップ・ハザードマップの確

認方法、m)自宅の耐震対策・火災予防、o)緊急時に必要な情報の整理と保管方法、q)避難所の運営や避難所の役割、

s)家族や友人と参加できるイベント・学習会についてがそれぞれ 6 割を超えていた。今年度実施した出前講座や防災イ

ベントのブース出展においては、その前に実施していた回で得たアンケート結果を参考に取り組んだ。 
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防災冊子や防災イベント等で、あなたがあらかじめ必要としている情報 （複数回答可/回答者数：1021人）

a）災害時のトイレ問題とその対策

b）災害時の食事法とローリングストック

c）感染症予防のための準備と対策

d）日頃持ち歩きたい携帯品と最低限の備蓄品リスト

e）エコノミークラス症候群予防など健康管理

f）ケアを必要とする家族のための備え方と例

g）口腔ケア

h）災害時の防犯の問題と対策

i）災害時の連絡手段と事前の対策

j）災害時の身の守り方（外出時・自宅）

k）防災マップ・ハザードマップの確認方法

l）自宅被災生活のポイント

m）自宅の耐震対策・火災予防

n）災害事象別の避難方法と注意点

o）緊急時に必要な情報の整理と保管方法

p）日頃からの心がけや地域情報

q）避難所の運営や避難所の役割

r）防災訓練アイディア

s）家族や友人と参加できるイベント・学習会

t）被災地での困難や課題の事例

研修会の感想（抜粋） 

・多くの人と共通認識を持つためにも自治会でもやってみたい。 

・前もってルールを決めてトレーニングする大切さを知った。 

・避難スペース、男女それぞれの視点が必要、特に女性の視点が必要で

あると感じた。改めて、いろいろ見直そうと思った。 

・男性中心だと女性が必要なものが分からないので、運営の中に入ってほ

しい。 

・運営は男性が中心だし、男性にまかせておけばいいという自分の意識を

反省した。  

・今まで具体的には考えたことがなかったので、いろいろな点で悩んだこと

がよかったと思う。 

・「女性の視点」というテーマでしたが、男性にも知ってもらいたいお話で、

男性の参加が多くよかった。 
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３．減災冊子の作成・改訂 ～ シニアシングル女性のためのサバイバル読本 日頃から備える防災・減災 ～ 

【制作プロセス】 

2回開催した「減災冊子改訂のためのアイディア出しMTG」では、大学生のインターンシップ生も加わり①防災・減災冊

子をどのようなシーンで利活用していただくか。②災害時に高齢女性が困ったこと、困ることとはなにか。③困難を軽減

するために、どのような要素が必要で、どのような情報として提供すると行動につながるのかなどについて、ひとり暮らし

のシニア、介護関係者、20 代～70 代の参加者とグループワークを行った。 

女性市民グループ「女性の視点でつくるかわさき防災プロジェクト（通称：JKB）」のメンバー、防災士・上園智美さんの

協力も得た。最後に、所管課の協力を得て、川崎市市役所各関係部署に対し、事実誤認等の照会を経て完成させた。 

【概要】A４判、フルカラー、28 ページ（表紙、裏表紙含む）、7,000 部 

【目次】１．過去の災害に学ぶ 誰もが同じように被災、避難するわけではないということ。／大地

震、発生！その時どうする／避難しない選択もある／避難する場所って？（大地震・風水害の場

合）／ここまでのまとめ／２．被災後の暮らし／自宅で被災生活／避難所での生活における注意

点／被災後の生活再建に向けての手続き／３．日々の暮らしの中でつづけることでつながる減災

／身の回りのものを少しずつ整理しながら暮らす／家の中の安全対策をして、安心につなげよう

／生活必需品と備蓄品を使いながら暮らす／ペットの備えも忘れずに／体力をつけて健康に過ご

しましょう／無理のないご近所づきあいを心がけよう／情報を収集・整理、役立てる／安否確認・

連絡方法／災害時の情報の入手方法／わたしのサバイバルカード 

【配布先】市内公共施設、各区役所の危機管理担当部署へ配布協力依頼。ホームページでも全頁

公開しダウンロード可。一部、市外希望者にも配布。 

【発行】2020 年 2 月発行 

【編集・著作】川崎市男女共同参画センター 

②かわさきの男女共同参画に関するアンケート調査から得たデータを使用したデータブックの作成 

【目的】2018 年度に実施した調査結果を活用し、市民向けに川崎市の男女共同参画の意識と行動の実態への理解を深

めるためのデータブックを作成し、配布する。主催事業での配布も積極的に行いつつ、男女平等学習を行う市民館でも

活用されるよう働きかけも行う。 

【概要】A4 判、フルカラー、24 ページ（表紙、裏表紙含む）、3,000 部 

【目次】かわさきのキホン①かわさきの人口／かわさきのキホン②かわさきの世帯／かわさきで働く①産業構造とジェン

ダー／かわさきで働く②働く女性と雇用形態／かわさきで働く③夫婦の働き方、生活の希望と現実／かわさきで

子育て 男性の育児休業等利用実態と意識／かわさきで決める①女性議員／かわさきで決める②市役所・市立

小中高校における女性管理職／かわさきの人権①DV、デート DV 被害実態、意識実態／かわさきの人権②暴力

のない関係を築くこと、相談 

【配布先】主催講座での配布、市内公共施設への配架、出前講座、共催講座での配布等、広く行う。 

【活用法】 

 見開きごとにテーマを設定しているため、その部分だけを印刷して活用することができる。かわさきの人権①と②は、

両面印刷をすることで、デート DV 出前講座などで受講生に配布することも可能。モノクロ印刷に耐えられるような配

慮もしている。 

データブックの内容については、印刷版のほか、ホームページに PDF を公開してダウンロードできるようにした。  
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（2）実施事業成果の的確な把握と企画立案および実施業務への反映 

①20 周年事業に向けた事業の洗い出し、20 周年記念イベントの企画・準備 

【目的】 

 1999 年 9 月に開館して以来、2019 年 9月に開館 20周年を迎えるにあたり、2018 年度から実施してきた開館以来の事

業について振り返り、課題の整理を行う。さらには、開館 20周年記念イベントを企画・実施しつつ、2020年度第 16回すく

らむ 21 まつりで行うグランドフィナーレイベントに向けた準備を行う。 

【調査方法】 

 センター開館後に作成してきた事業概要を中心に、協働事業団体等が発行した刊行物も含めて、過去約 20 年間の事

業を振り返る。開館当時に男女平等推進審議会の委員など務めた関係者から、開館に至る経緯や事業の振り返り、今

後の展望についてヒアリングする。 

【結果】 

 インターンシップのプログラムの一環として、関係者からのヒアリングを 2 件実施した。インターンシップの学生は、20 年

前には、ちょうど生まれた頃でもあり、当時の様子やセンターの開館を目指した時代の行政や現在審議会になっている

委員会組織、市民団体らの動きなど、また、川崎市の特徴を知ることで先達たちの苦労の上に現在があることなどに感

銘を受けたようだった。 

【開館記念事業企画】 

① グランドフィナーレの主催イベント（20 周年記念セレモニー、子どもと楽しめるミュージカル） 

20 周年記念のお楽しみセレモニーとともに、毎年 12 月に開催して好評を得ている親子で楽しめるミュージカルを上

演予定。 

② 開館記念サイト 

すくらむ 21 に寄せられた市民・活動団体等からの 20 周年記念メッセージを公開。 

③ 開館記念リーフレットの作成 

すくらむ 21 の開館から 20 年を振り返るとともに、未来を展望できるようなリーフレットを作成。 

【次年度の予定】 

 次年度には、第 16 回すくらむ 21 まつり（6/28）開催で、主催イベントを行い、開館 20 周年のグランドフィナーレとする。

そのための準備、関係各所への協力呼びかけを行うとともに、当日に配布する記念リーフレットの作成を行う。 

 

②起業・再就職支援事業利用者における事後調査の実施 

ア）起業関連 

【実施内容及び概要】センター主催の女性起業家支援事業のうち、実際に起業することができた方がどれくらいいるかを

把握することで、事業の成果・意義を検証する。  

・調査対象：2019 年度実施の「女性起業家ビギナーズサロン起業プラン作成支援講座」修了者（16 名）、 「女性

起業家ミニ見本市」出店者（7 名） 「商人デビュー塾」修了者（7 名） 

・調査方法：担当者によるヒアリング及びエントリーシート記入内容 

・調査期間：随時  

【実施結果】修了者及び調査対象者 30 名（延べ人数）中、創業者数 7 名（23.3％） 

 

イ）再就職関連 

【実施内容及び概要】センター主催の「再就職・転職・就労継続のための個別キャリア相談」受講者に対し、実際に再就

職等をすることができた方がどれくらいいるかを把握することで、事業の成果・意義を検証する。  
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・調査対象：2019 年度に「再就職・転職・就労継続のための個別キャリア相談」を受けた方 63 名 

・調査方法：担当相談員による電話調査  

・調査期間：2019 年 4 月～2020 年 3 月  

【実施結果】相談時点での就職・転職希望者 38 名中、就職者 8 名（21.1％） 

今年度は、お客様の要望に沿って、再就職する方の相談以上に就労継続、職場復帰者への相談機会を拡充し

たが、継続相談が減ったこともあり相談者総数は減っている。一方で、2 年目に入ったキャリアデザインという形

で再就職のための準備をするための相談が増えたことで、再就職・転職希望で実際に就職に結びついた方の

割合が増した。 

 

（3）団体との協働による地域課題の解決に向けた調査・研究 

①協働事業（研究） 

地域の男女共同参画推進を目的とする調査研究、性別にかかる問題への視点を主題とした調査研究について、団体や

グループによる企画提案にもとづき実施する事業。今年度は、応募団体がなかったため、実施しなかった。
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3．情報提供事業 

【事業目的】 

男女共同参画推進の拠点施設として、関連情報を収集・整理するとともに、各主体にあわせて情報をきめ細かくコーディ

ネートし、積極的に発信することで、センター事業のみならず、市・市民・市民活動団体・事業者等の理解を広げるととも

に、各主体による男女共同参画にかかる課題解決に向けた取り組みを促進する。 

（１）センターの認知度向上 講座・イベントのほか事業全体の広報 

①WEB 媒体を使った積極的な情報発信、講座やイベントに関する紙媒体による広報 

ア）ホームページにおける情報提供サービスの向上 

今年度は、引き続き、前年度と比較してアクセスが増えている。主な取り組みとして、事業の話題性や SNS 媒体の多

様化などの影響を意識し、親子コンサート（9 月）、ほっと・はっと・ミュージカル（12 月）といった大型イベントに併せてホー

ムページから整理券の申し込みができるようにするなど工夫したことが奏功した。また、改訂した防災冊子『シニアシング

ル女性のためのサバイバル読本』を閲覧できるURLが新聞全国紙で紹介されたことで2月、3月は増加したと思われる。 

 

【ホームページ（セッション数=アクセス数）】 

  2019 年度 2018 年度 前年比 

4 月 7,637 6,349 120.3% 

5 月 8,092 7,069 114.5% 

6 月 11,510 8,960 128.5% 

7 月 8,507 8,598 98.9% 

8 月 8,185 7,437 110.1% 

9 月 9,218 9,477 97.3% 

10 月 9,065 8,959 101.2% 

11 月 10,065 8,484 118.6% 

12 月 6,138 7,491 81.9% 

1 月 6,916 7,804 88.6% 

2 月 9,393 7,869 119.4% 

3 月 11,716 8,718 134.4% 

累計 106,442 97,215 109.5% 
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イ）フェイスブックページの開設と利用 

情報をより多くのチャネルから発信するため、フェイスブックページを利用し

た。施設情報やイベント情報等、定期的に更新した。HP の更新情報と連携でき

るよう、フェイスブックからもホームページへリンクする等した。 

■開設日：平成 24（2012）年 11 月 26 日 

    

また、下記の事業については、事業単独のフェイスブックを開設し、 

 プロジェクトのメンバーが更新している。 

  ・イキメン研究所 

■開設日：平成 25（2013）年 6 月 29 日 

・女性の視点でつくるかわさき防災プロジェクト 

■開設日：平成 24（2012）年 12 月 15 日 

 

ウ）「メールマガジン」の配信 

【発行時期】月刊（20 日頃、必要に応じ臨時発行の場合あり） 

【主な内容】講座情報、イベント情報、施設の大規模改修等のお知らせ 

【購読者数】令和元（2020）年 3 月現在・1,165 名 

②メディア等への広報 

2019年度中に、プレスリリースを計 24本（東京新聞、神奈川新聞、タウンニュース、朝日新聞川崎支局、読売新聞等）

実施した結果、掲載されたものは以下の通りである。 

ア）メディア掲載実績 

2019 年度にセンター事業に関わるもので、取り上げられた各媒体への掲載実績は計 51 件となった。 

【新聞・雑誌】 計 35 件 

  媒体名 日付 記事見出し

1 東京新聞 4 月 6 日 （川崎版）ひきこもり女子会 in かわさき 

2 朝日新聞 4 月 12 日 （川崎版）生きづらいこと話そうよ 15 日高津区「ひきこもり女子会」 

3 読売新聞 4 月 12 日 （神奈川版）すくらむプチマルシェ 2019 

4 神奈川新聞 5 月 14 日 （川崎版）すくらむプチマルシェ 

5 東京新聞 5 月 20 日 （川崎版）連続講座 50 代からの生き方

6 東京新聞 5 月 28 日 （川崎版）フリートークサロン すくらむ 21「異世代交流・ブリッジカフェ」 

7 東京新聞 6 月 5 日 （川崎版）ちいさなおはなし会 

8 神奈川新聞 6 月 5 日 （川崎版）ちいさなおはなし会 

9 神奈川新聞 6 月 6 日 （川崎版）女性弁護士にきく 女性のための離婚の法律講座（基本編） 

10 東京新聞 6 月 15 日 （川崎版）ダブルケアかわさき 私たちの身近なケアを学ぶ～プチ勉強会 
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11 東京新聞  6 月 17 日 （川崎版）女性弁護士にきく 女性のための離婚の法律講座（基本編） 

12 朝日新聞 6 月 23 日 （川崎版）女性弁護士にきく 女性のための離婚の法律講座（基本編） 

13 神奈川新聞  6 月 24 日 （横浜・横須賀・川崎地域版）男女平等推進イベント 料理通じ支援活動紹介 

14 東京新聞 6 月 29 日 （川崎版）女性リーダーのためのマネジメント力 強化講座 

15 東京新聞  7 月 1 日 （川崎版）すくらむ 21 シネマ＆トーク 笑う 101 歳×２ 

16 東京新聞 7 月 20 日 
（川崎版）女性が語るトークサロン－女性消防士誕生から 50年。私たちのまちの安

全・安心を目指して－ 

17 東京新聞  8 月 5 日 
（川崎版）すくらむ 21 シネマ＆トーク（第７回） 潮風の村から～ある女性医師の軌

跡 

18 神奈川新聞 8 月 6 日 （川崎版）女性の地位向上へ奮闘 29 日 医師追った記録映画上映 

19 東京新聞 8 月 19 日 （川崎版）「ちちしるべ」好評で増刷 すくらむ 21 発行 パパ向け子育て情報冊子 

20 東京新聞 9 月 2 日 （川崎版）親子で楽しむコンサート 

21 東京新聞 9 月 21 日 （川崎版）ダブルケアかわさき 私たちの身近なケアを学ぶ～プチ勉強会 

22 東京新聞 9 月 23 日 （川崎版）働く上で大事にしたい あなたの価値をみつけよう 

23 東京新聞 9 月 28 日 （川崎版）シングルマザーのためのお金の話 

24 神奈川新聞 10 月 3 日 （川崎版）非正規雇用者の支援を考えよう 

25 神奈川新聞 10 月 9 日 （川崎版）シングルマザーのためのお金の話 

26 神奈川新聞 11 月 1 日 （川崎版）DV 被害者に物資を 母子自立へ期間限定募集 

27 東京新聞 11 月 8 日 （川崎版）DV 被害者に食料など支援を 

28 神奈川新聞 11 月 13 日 （川崎版）シングルマザー 来月工作や調理 

29 東京新聞 12 月 7 日 （川崎版）育休ママとパパのための 職場復帰セミナー＆カフェ 

30 朝日新聞 1 月 20 日 （横浜版）女性が語るトークサロン「生きるちからをメイクで再び。」 

31 東京新聞 2 月 4 日 （川崎版）相続に関する法律セミナー 

32 読売新聞 2 月 9 日 （全国版）ひとり目線で災害対策 避難 声掛けあう人大切 

33 東京新聞 3 月 1 日 
（川崎版）「いざ」に安心 防災冊子 一人暮らし高齢女性の方へ すくらむ 21 減

災ヒント見つけて 

34 読売新聞 3 月 8 日 （全国版）サバイバル読本が完成 川崎市男女共同参画センター制作 

35 神奈川新聞 3 月 19 日 
（川崎・横須賀・鎌倉地域面）高齢女性 災害に備え 男女共同参画センターが冊

子 
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【タウン誌・フリーペーパー】 計 16 件 

  媒体名 日付 記事見出し 

1 タウンニュース高津区版 4 月 5 日 
ひきこもり女子会 

ほっとサロン 

2 タウンニュース高津区版 4 月 12 日 女性リーダー養成講座 

3 タウンニュース高津区版 4 月 19 日 
人物風土記 一人ひとりの個性を守る 

タウン情報 すくらむマルシェ 

4 
人権教育啓発推進センター広

報誌「アイユ」 
4 月号 第 15 回すくらむ 21 まつり 

5 タウンニュース高津区版 4 月 26 日 大型連休はすくらむ 21 保育室へ 

6 
まみたん 田園都市版（新年度

号） 
4 月 26 日 地域の交流を楽しめる「すくらむ 21 まつり」 

7 
人権教育啓発推進センター広

報誌「アイユ」 
5 月号 第 15 回すくらむ 21 まつり 

8 東京新聞 TODAY 5 月 24 日 
育休中の人が気軽に情報交換できる ふらっと育休子連れカフェ 

川崎市男女共同参画センターにて 

9 HOT ほっと TOKYU 6 月号 第 15 回 すくらむ 21 まつり 

10 リビング田園都市版 6 月 14 日 
第 15 回「すくらむ 21 まつり」 食べる・買う・学ぶ・体験するがいっぱ

い 

11 タウンニュース高津区版 6 月 21 日 男女平等を楽しく知る 23 日「すくらむ 21 まつり」 

12 タウンニュース 高津区版 6 月 28 日 絵本選びのヒントを紹介 

13 東京新聞 TODAY 9 月 6 日 
だるおもから抜け出そう！ 姿勢を整えて元気になる体操 10 月 4

日（金）川崎市男女共同参画センターで 

14 タウンニュース 高津区版 10 月 11 日 シングルマザーのためのお金の話 

15 タウンニュース 高津区版 11 月 29 日 女性トークサロン 

16 タウンニュース高津区版 1 月 17 日 生きる力をメイクで再び 

【その他】 「かわさきイベントアプリ」、「かわさき市政だより」、「つなぐっど KAWASAKI」WEB サイト、「川崎市ひとり親応援

メルマガ」、「かわさきの生涯学習情報」「ふくみみ」などWEBサイトに講座情報等を定期的に掲載いただいた。 

 

③キャンペーン期間等にあわせた展示、広報 

ギャラリー展示（出張型） 

 川崎市男女平等推進週間（6 月 23 日～29 日）に併せて、区役所ロビーやアゼリアの展示スペースを利用し、センター

を利用したことのない方、センターが遠方で利用できない方にも身近に事業について知っていただく機会をつくるため出

張型の広報を実施した。 

期間 場所 実施の様子と展示内容 

月 日（金）～

月 日（金）

中原市民館

階 エレベーター前

【展示内容】 

・センターの施設紹介 
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ロビー ・防災手帖等の防災冊子の紹介 

・パープルリボンの取り組み紹介、DV 予防啓発 

・イキメン研究所、冊子「ちちしるべ」の紹介 

・女性起業家支援、再就職・就労継続支援の紹介 

・男女平等推進週間、すくらむまつり等の紹介 

・センター主催イベントの紹介 

【展示による効果】 

区役所の展示をご覧になった市民から、上映会のお申し込みや「ちちしる

べ」の配布の要望があり、センターの認知度向上につながった。 

月 日（月）

～ 月 日（金）

麻生区役所

２階 ロビー

月 日（月）～

月 日（金）

第３庁舎

階 ロビー

  

  

   

（２）センターの活動紹介や男女共同参画に関する収集した情報活用、情報提供を目的とした広報物の

発行・貸出 

①情報誌「すくらむ」の発行 

情報誌「すくらむ」は、男女共同参画に関わる情報を、わかりやすく市民に提供するため発行し、区役所や図書館・公

共施設の他、地元の信用金庫、病院、女性団体、全国の男女共同参画関連施設を中心に配布している。 

【年 3 回／発行部数：5,000 部】 

巻 数 内 容 

2019 年 6 月号（vol.63） 

＊特集：カメラマン先生南極に立つ 

＊数字でみるかわさきの 20 年 区別にみる世帯 

＊すくらむひろば（連載） 「トイレは、臭い対策が大切です」 

＊すくらむコラム「結婚する意味」 

＊新しい館長が着任しました 

＊つながる ひろがる ふくらむ（書籍、DVD 紹介） 

『強制不妊 旧優生保護法を問う』『イヤなやつほど仕事ができる』 

『彼女が性被害に遭うなんて』 

＊イキメン研究所 「かわさきパパのための小冊子『ちちしるべ改訂版』作成しました」 
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2019 年 10 月号(vol.64） 

＊特集：女性消防士誕生から 50 年～私たちのまちの安全・安心を目指して～ 

＊数字でみるかわさきの 20 年 女性議員 

＊すくらむひろば（連載） 「わが家の防災対策」 

＊すくらむコラム 「自分をさらす勇気」 

＊川崎市男女共同参画センター20 周年記念事業 

＊つながる ひろがる ふくらむ（書籍、DVD 紹介） 

『自分で「始めた」女たち 「好き」を仕事にするための最良のアドバイス＆ 

インスピレーション』 

『通俗小説論 恋愛とデモクラシー』『1122（いいふうふ）①』 

＊イキメン研究所  「パパの子育て奮闘エピソード」 

 

2020 年 2 月号（vol.65） 
＊特集：縁を紡いだ仕事人生～ワーク・ライフ・バランスの相乗効果を目指して～ 

＊数字でみるかわさきの 20 年 女性管理職 

＊すくらむひろば（連載） 「「事前予測できる災害に、親子で備えよう」 

＊すくらむコラム 「婦人科の診察室で」 

＊令和元年度「かわさき☆えるぼし」認証企業が決定しました 

＊つながる ひろがる ふくらむ（書籍、DVD 紹介） 

『問題だらけの女性たち』 

『シモーヌ（Les Simones） Vol.1』『ムーンライト』 

＊イキメン研究所 イキメンコラム「育児家事でのママたちの言う『負担』について」 

②図書情報の収集と提供 

ア）「BOOK インフォメーション」のサイトでの新着図書情報紹介 

【発行時期】4 月から 3 月まで、毎月 1 回 

【主な内容】男女共同参画に関する新着図書の一覧を発行し、館内配架、HP に掲載した。誌面には、4 階情報提供室、

1 階絵本コーナー、4 階チャレンジルームの紹介も掲載し、館内利用の促進も図った。 

イ）書籍の貸出・情報発信の充実  

年間を通じた男女共同参画関連情報の提供・書籍紹介を充実させた。4 階情報提供室がより一層活用されるよう、男

女共同参画に関わるさまざまな課題や問題に関する書籍を定期的に購入して新着図書コーナーを設けて展示するとと

もに、新着図書リストを毎月発行した。2 階で開催する主催セミナー等を受講する市民に対して、そのセミナーのテーマな

どに沿った書籍等を研修室に 20～30 冊展示することで、貸出書籍があること、4 階に情報提供室があることを積極的に

広報した。市民への雑誌及び書籍貸出しサービスは、ともに継続的に実施した。また、館内の掲示板・ギャラリースペー

スについては、講座・イベント情報やおすすめ情報、施設や事業紹介についての掲示及び就労支援コーナーを設け、情

報提供に努めた。 

実施名 場所 実績 

こどもと立ち寄れる絵本コーナー 第 1 交流室（1 階） 
絵本やおもちゃで遊ぶ子育て、孫育て中の保護者と子どもたち

の姿が多く見られた。 

定期購読雑誌の設置と貸出 第 1 交流室（1 階） 【利用者数・冊数】延 12 名、22 冊（3 月末現在） 

特集本の設置と書籍貸出

第 1 交流室（1 階） 

情報提供室(4 階) 

主催講座会場 

テーマ本及び新刊図書の紹介 

【利用者数・冊数】延 131 名、延 274 冊（3 月末現在） 
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女性の就労支援スペース 情報提供室(4 階) 

再就職や起業を目指す女性のための就労支援のスペースを

設け、就労に関わる使用に限定したパソコン及びプリンタの無

料貸し出しを実施。スペース内で関連書籍の紹介、支援情報

の提供も行っている。 

館内の掲示板・ギャラリー 

階段・廊下 

ギャラリー（2 階） 

第 1 交流室（1 階） 

講座・イベント情報、おすすめ情報 

情報誌『すくらむ』・『改訂版ちちしるべ』『シニアシングル女性の

ためのサバイバル読本』の紹介 

施設紹介・事業紹介 

避難者サロンの実施報告や防災活動の紹介 

就労支援コーナー（就業支援関連の講座や事業の紹介など） 

ギャラリーコーナーを整理し、情報の提供方法を見直した。 

【今年度取り組んだ掲示の例】 

      
① ポスター制作・展示      ②DV 防止月間に合わせてテーマ展示      ③講座会場内での貸出書籍と情報提供室案内 

 

ウ）市民館・図書館との連携  

市民館の男女平等推進学習担当者への書籍の貸し出しを継続したほか、川崎市男女共同参画センター職員が出前

講座に出向いて講座を実施する中で関連する書籍や雑誌、絵本を持参し紹介した。 

③市内施設、団体と連携した情報提供 

●ひとり親向けメールマガジンへの情報提供 

川崎市母子・父子福祉センター サン・ライヴが配信している「川崎市ひとり親家庭応援メルマガ」へセンター事業につ

いても掲載いただくため情報提供を行った（毎月 1 回）。 

④川崎市男女共同参画センター事業概要の発行 

2019 年度事業概要を発行した。センターのホームページに掲載し、取り組みを公表した。 

⑤掲示板を通じた、市民への情報提供 

館内外の掲示板で、情報発信を行った。特に外掲示板については利用者に見やすいように工夫した。また、下期は重

点的に掲示物の点検・修正を行った。利用者や通行者へも興味・関心を持っていただけるよう、掲示に工夫をこらし、積

極的に掲示板を活用した広報を実施した。館内の掲示を見ての講座申込みも増えた。 

実施名 場所 実績 

年間を通じたイベントや施設案 外掲示板① ①毎月行われる「すくらむプチマルシェ」（地産野菜、焼きた
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内を掲示 館内掲示板①②③ 

エレベーター内③ 

てパン、コーヒーなどの定期販売）年間スケジュール 

②施設利用案内 

③講座のお知らせなど（毎月のインフォメーションの作成）

「すくらむ 21 まつり」、「ほっとはっとミュージカル」などセンタ

ー主催の大きなイベントの告知、定期イベントの紹介 

男女共同参画情報の提供 
外掲示板 

館内掲示板 

テーマ別の展示。11 月から 1 月まで、川崎市 DV 防止月間

（11 月）に合わせて、DV 被害者のための支援物資を持参し

た市民にも見てもらえるよう、パネル展示と NWEC からパッ

ケージ貸出を受けた DV など女性に対する暴力をテーマとす

る書籍を展示し、貸出も行った。 

 

⑥掲示板での市民活動団体・グループ活動の紹介 

継続して市民グループ・団体と連携し、情報提供を行った。 

実施名 場所 実績 

掲示板の活用・ 

グループ活動等の紹介 

第 1交流室（1階） 

 

 

第 2交流室（2階） 

 

・センターを利用している団体の活動紹介【掲示板利用者数】

延 10 団体 

・起業支援事業修了生の活動広報を掲示 

・市民活動団体・グループの活動や催し物に関するチラシの

配架 

市民への情報提供のための 

団体情報の登録 
事務局 

地域で活動する団体やグループに関する情報を知りたい市民

に対して、事前に当該団体から許可を得た情報を提供した。 

【情報提供登録団体数】7 団体 

協働事業団体の活動紹介 すくらむ 21 HP 

8 月 24 日に実施した 2019 年度協働事業団体交流会にて、各

団体に対して、学生インターンシップ生がインタビューを実施

し、団体紹介記事を作成した。交流会に参加できなかった団

体については、別日に実施した。今年度は、開館 20 周年を意

識した質問を入れるなど、すくらむ 21 と団体さんとのかかわり

を振り返っていただく機会にもなった。 

【ホームページ記事掲載団体数合計】7 団体 
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6．自主事業 

【事業目的】男女共同参画社会の実現につながる事業を側面から支える事業を実施する。 

 

（1）開催ニーズの高い市民向け有料講座の開催 

定期で開催ニーズのある講座については、受益者負担で実施している。開催内容としては、地域の場に出るきっかけ

づくりとなるような講座や地域内において受講機会が不足していると思われるテーマや内容に関して、実施実績と講座

評価を踏まえ開催。今年度は特に女性の就業支援の一環で、開催ニーズの多いパソコン講座や女性の生涯にわたる心

身の健康をテーマとした講座を講師の協力を得て実施した。 

 

○再就職したい女性を応援！パソコン講座 （連携先：市民活動団体「パソコンサポートまうすなび」） 

日時 

① 2019 年 4 月 18 日（木）、19 日（金） ワード初級 

② 2019 年 4 月 23 日（火）、25 日（木） ワード中級 

③ 2019 年 5 月 14 日（火）、16 日（火） エクセル初級 

④ 2019 年 5 月 20 日（月）、21 日（火） エクセル中級 

場所 すくらむ 21 2 階 第 3 研修室 

講師 パソコンサポートまうすなび 講師陣 

人数 

① ワード初級・・・募集：8 名、申込：10 名、参加延：18 名 

② ワード中級・・・募集：8 名、申込：10 名、参加延：18 名 

③ エクセル初級・・・募集：10 名、申込：13 名、参加延：21 名 

④ エクセル中級・・・募集：10 名、申込：13 名、参加延：20 名 

参加者

の様子 

文字入力・ビジネス文書作成・保存・印刷 

入力＆修正・計算・表作成・簡単な関数・保存 

参加者

の感想 

・スピードも程よくて、分かりやすかった。 

・おかげさまで採用の連絡を受け、働きはじめています。大変お世話になりました。少し落ち着

いてお休みがとれるようになったら、また受講できたらと思います。ありがとうございました。 

 

○女性起業家のための法律講座 

講座名 個人事業主・会社経営者が知っておきたい「法律」のこと 

テーマ 

これから起業する女性、現在起業している女性が起業に必要な法律知識を学ぶことにより、顧

客や取引先からのトラブルから身を守ることができるようにする。 

また、法人化のメリットや、生計を立てる上で必要な売り上げ目標についても学ぶ。 

日時 2019 年 4 月 11 日（木） 10：00～11：30 

場所 すくらむ 21 2 階 第 1・第 2 研修室 

講師 山崎 梨紗 氏（司法書士） 

人数 募集：20 名、申込：19 名、参加：18 名 

参加者

の感想 

・短い時間でポイントを押さえて話されていて、わかりやすかったです。いくら収入があれば安 

心かなども、とても参考になりました。 
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・事業計画売上目標など、参考になり良かった。 

 

講座名 女性起業家「法律」講座～ネットショップ編～ 

テーマ 

これから起業する女性、現在起業している女性が、ネットショップ販売の必須知識（特定商取引

法）やトラブル回避に知っておくべき法律などを学び、正しい知識を身につけることを目的とす

る。 

日時 2019 年 4 月 21 日（日） 10：00～11：30 

場所 すくらむ 21 2 階 第 1・第 2 研修室 

講師 山崎 梨紗 氏（司法書士） 

人数 募集：30 名、申込：30 名、参加：26 名 

参加者

の感想 

・ネットショップを始める上で、起こりうる具体例が伺えて、ためになりました。 

・ネット販売に関する基本的なことを、わかりやすく説明していただきました。 

・何の知識もなく、漠然と起業を考えているので第一歩として分かりやすかったです。自分でもで

きないことは無い！と思えたので、具体的に勉強したいと思いました。 

 

〇女性の生涯にわたる心身の健康づくりの応援講座 

講座名 
私を支える大人の骨盤底筋トレーニング 

「インナーマッスルを鍛えて安定した健康を手に入れる！」 

内容 

女性にとって大切な骨盤と骨盤底筋。日々、自分の身体のケアは後回しになりがちな状況の

中、ケアの大切さ、腰痛や尿漏れなどの予防の大切さを知る。普段のウォーキングに骨盤ケア

をプラスして、正しいケアを身につける方法を習得する。 

日時 2019 年 5 月 14 日（火）、6 月 11 日（火）、7 月 9 日（火） 9:50～10:50 

場所 すくらむ 21 4 階 多目的室 

講師 山崎 愛美 氏（理学療法士・ペリネケアセラピスト） 

人数 募集：15 名、申込：18 名、参加延：36 名、保育延：6 名 

参加者

の感想 

・ストレッチ 1 つで体がすっきりしました。体の動かし方がわかりやすかったです。（40 代）  

・自己 ではなく、本当に効果のあるストレッチを学べてとてもためになりました！（50 代）  

・家でもできるやり方を教えていただき、わかりやすかったです。気分もホッとでき、リラックスで

きました。（30 代） ・普段使ってない筋肉を意 する事で、自分の体が い方向に向かうので、

できるものを続けてやりたいです。 （60 代）  

・ 意が近いので骨盤底筋運動を続けてみたいと思います。（70 代後半） 

 

講座名 産後ママと赤ちゃんのための骨盤底筋ストレッチ＆リラックスタイム 

内容 
出産でダメージを受けた骨盤と周囲の筋肉に必要なケアについて医療資格を持つ講師が専門

的にチェックし、正しいケアをお伝えする乳児と参加できる実践講座。 

日時 2019 年 5 月 14 日（火）、6 月 11 日（火）、7 月 9 日（火）11：10～12：10 



 - 88 - 

場所 すくらむ 21 4 階 多目的室 

講師 山崎 愛美 氏（理学療法士・ペリネケアセラピスト） 

人数 募集：12 名、申込：23 名、参加延：38 名、保育延：0 名 

参加者

の感想 

・子連れで参加でき、内容もとても参考になった。少しの時間でも体が楽になった。 

・自分では知らなかったことを教えて頂き、普段のストレッチ、リラックスに取り入れて行きたいで

す。 

・時間も程よく、楽しかったです。 

・個人チェック（骨盤のゆがみ）をして頂けてよかったです。ありがとうございました。 

 

講座名 急がずスローなウォーキングと骨盤底筋トレーニング 

テーマ 

女性にとって大切な骨盤と骨盤底筋。日々、自分の身体のケアは後回しになりがちな状況の

中、ケアの大切さ、腰痛や尿漏れなどの予防の大切さを知る。普段のウォーキングに骨盤ケア

をプラスして、正しいケアを身につける方法を習得する。 

日時 2019 年 9 月 17 日、10 月 8 日、11 月 12 日（火）9:50～10:50 

場所 すくらむ 21 4 階 多目的室 

講師 山崎 愛美 氏（理学療法士・ペリネケアセラピスト） 

人数 募集：15 名、申込：35 名、参加者：28 名、保育延：2 名 

参加者

の感想 

・1 時間の中に、体のしくみの講義、体操ともりだくさんなのに、ピンポイントで教えてもらえて、と

てもわかりやすかったです。 

・とても分かりやすかったです。リラックスして望めました。ありがとうございました。 

・骨盤底筋を意識したことがなかったのが、意識することを知って良かった。 

・リウマチになって 11 年。しばらく振りの本格的な体操でした。むりせず、これからも参加させて

いただきたいと思います。よろしくお願い致します。 

 

講座名 産後ママと赤ちゃんのための骨盤底筋ストレッチ＆リラックスタイム 

内容 
出産でダメージを受けた骨盤と周囲の筋肉に必要なケアについて医療資格を持つ講師が専門

的にチェックし、正しいケアをお伝えする乳児と参加できる実践講座。 

日時 2019 年 9 月 17 日（火）、10 月 8 日（火）、11 月 12 日（火）11：10～12：10 

場所 すくらむ 21 4 階 多目的室 

講師 山崎 愛美 氏（理学療法士・ペリネケアセラピスト） 

人数 募集：12 名、申込：28 名、参加者：31 名、保育延：6 名 

参加者

の感想 

・子連れで参加でき、内容もとても参考になった。少しの時間でも体が楽になった。 

・自分では知らなかったことを教えて頂き、普段のストレッチ、リラックスに取り入れたいです。 

・時間も程よく、楽しかったです。 

・個人チェック（骨盤のゆがみ）をして頂けてよかったです。ありがとうございました。 
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（2）センターの認知度向上が図れる多様なイベントの開催 

 

「ほっと・はっと・ミュージカル」の実施 

 

【実施内容及び概要】 

乳幼児を連れた保護者がこどもと一緒に観劇を楽しめる場を提供する。親子で、家族で、“ほっと”出来る場所を。それで

いて、何か“はっと”気づいてもらえれば…。そんな想いを込めて毎年クリスマスの時期に開催しているすくらむ 21 の「ほ

っと・はっと・ミュージカル」。センターの認知拡大と資料掲示、配布による男女共同参画意識の啓発を目的とする。東日

本大震災の避難者や台風 19 号における市内被災者、ひとり親家庭支援事業への参加者への招待を関係機関の協力

を得て実施した。 

 

ミュージカル「はだかの王様」 

○開催日時：2019 年 12 月 7 日（土）14：00〜15：00 （開場 13：30) 

○出演：劇団みるき～うぇい 

○場所：川崎市男女共同参画センター（すくらむ 21）1 階 ホール  

○チケット料：500 円（全席自由） 座席を必要としない乳幼児は無料。  

○対象：どなたでも。  

○予約方法等 ：11 月 6 日（水）9:00 ～ 12 月 6 日（金）17:00 まで 

 電話・FAX・窓口・HP にて予約受付開始。 

○特徴：乳幼児連れで参加可能のイベントとする。市内児童施設に対して招待チケットの配布を行う。 

○主催： 川崎市男女共同参画センター 

【実施結果】 

○チケット販売：262 枚、来場者 342 名 

＜参加者の感想（一部）＞ 

・子どもと楽しめて、学びもありよかったです。4 歳息子初めてのミュージカルでしたが、たのしそうでした。 

・生演奏と、音響が良かったです。自分の過ちをみとめている主人公などがうらやましくなった。 

・生演奏もよかった！道徳的内容を含んだお話で子ども達のためにとてもよかった。 

・王様の表情が百面相で面白かったです。全体的にたくさん、笑わせて頂きました。子どもたちも楽しかったそうです！ 

・みんなで楽しく歌っておどれました。とにかく安いのにとても楽しかったです。 
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（3）事業者・団体・行政機関等からの依頼にあわせた講座や情報提供 

①男女共同参画に関する講座 

ⅰ）「女性のビジネス支援マスターコース」の講座の講師業務 

  日時：2019 年 8 月 18 日（日）10:00～13:00 

  場所：一般社団法人 東京都中小企業診断士協会中央支部事務所  

対象：中小企業診断士 

内容：「男女共同参画支援の現場から－公共の女性の起業・就労の支援活動に学ぶ」として 3 時間の講義とワ

ークショップの実施をした。 

ⅱ）子育て家庭向けワーク・ライフ・バランスセミナー（委託元：川崎市こども未来局） 

開催日を 2020 年 3 月 7 日、9 日、11 日の 3 日間を予定し、講座の広報を 1 月から行い受講者の募集、講師の

手配、準備を進めていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催日程はすべて中止となった。 

②コンサルテーション 

今年度は該当なし。 
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７．施設運営・管理事業 

センターの利用者が安全かつ安心して利用できるよう施設の円滑な運営と管理体制の充実を図るとともに、ホ

ールや研修室、会議室を中心とした施設や設備の貸し出しを行なうことで市民や団体・グループの自主活動を支

援する。 ※1 日を午前・午後・夜間の３つのコマに区分し、施設を貸し出している。（1 日あたり 3 コマ） 

 

（１）施設運営・貸館業務 

①月別施設利用件数グラフ（2019 年 4 月～2020 年 3 月） 



②施設利用状況実績表 

 

  

438 447 
509 485 

420 
496 

410 

578 

322 274 

411 

226 

0
100
200
300
400
500
600
700

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

利用可能コマ数 87 93 87 93 90 90 90 90 24 0 84 93 921

利用実績 68 63 75 78 76 76 71 80 24 0 70 38 719

利用予定人数 9,173 3,981 14,002 10,001 4,650 12,684 10,367 18,173 5,450 0 9,164 1,485 99,130

稼働率 78.2% 67.7% 86.2% 83.9% 84.4% 84.4% 78.9% 88.9% 100.0% 0.0% 83.3% 40.9% 78.1%

利用可能コマ数 87 93 87 93 90 90 90 90 80 84 84 93 1,061

利用実績 44 36 62 51 62 61 42 59 39 26 54 38 574

利用予定人数 171 137 351 286 331 205 200 265 186 92 208 119 2,551

稼働率 50.6% 38.7% 71.3% 54.8% 68.9% 67.8% 46.7% 65.6% 48.8% 31.0% 64.3% 40.9% 54.1%

利用可能コマ数 87 93 87 93 90 90 90 90 81 84 84 93 1,062

利用実績 22 19 38 32 47 42 12 31 11 8 26 12 300

利用予定人数 78 106 195 182 285 129 48 149 60 33 106 40 1,411

稼働率 25.3% 20.4% 43.7% 34.4% 52.2% 46.7% 13.3% 34.4% 13.6% 9.5% 31.0% 12.9% 28.2%

利用可能コマ数 87 93 87 93 88 21 13 47 81 84 84 93 871

利用実績 33 38 36 36 22 20 12 26 33 37 33 23 349

利用予定人数 438 502 421 346 227 193 125 253 419 378 361 226 3,889

稼働率 37.9% 40.9% 41.4% 38.7% 25.0% 95.2% 92.3% 55.3% 40.7% 44.0% 39.3% 24.7% 40.1%

利用可能コマ数 87 93 87 93 90 90 90 90 81 84 84 93 1,062

利用実績 53 52 60 62 44 56 50 70 59 53 64 38 661

利用予定人数 347 391 474 431 232 301 411 614 315 366 394 246 4,522

稼働率 60.9% 55.9% 69.0% 66.7% 48.9% 62.2% 55.6% 77.8% 72.8% 63.1% 76.2% 40.9% 62.2%

利用可能コマ数 87 93 87 93 90 90 90 90 81 84 84 93 1,062

利用実績 45 48 51 54 35 55 42 61 47 30 54 31 553

利用予定人数 212 312 340 229 148 240 279 574 278 253 415 232 3,512

稼働率 51.7% 51.6% 58.6% 58.1% 38.9% 61.1% 46.7% 67.8% 58.0% 35.7% 64.3% 33.3% 52.1%

利用可能コマ数 87 93 87 93 90 90 90 90 81 84 84 93 1,062

利用実績 26 36 46 40 30 46 33 43 29 46 43 21 439

利用予定人数 281 384 506 338 364 471 345 479 304 444 396 218 4,530

稼働率 29.9% 38.7% 52.9% 43.0% 33.3% 51.1% 36.7% 47.8% 35.8% 54.8% 51.2% 22.6% 41.3%

利用可能コマ数 87 93 87 93 90 90 87 84 0 0 0 0 711

利用実績 57 62 65 56 44 61 55 69 0 0 0 0 469

利用予定人数 353 475 478 327 311 379 371 336 0 0 0 0 3,030

稼働率 65.5% 66.7% 74.7% 60.2% 48.9% 67.8% 63.2% 82.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.0%

利用可能コマ数 87 93 87 93 90 90 90 90 53 31 44 51 899

利用実績 55 59 49 46 49 55 58 77 32 25 32 18 555

利用予定人数 1,120 1,481 1,177 751 890 900 1,115 1,159 498 414 435 121 10,061

稼働率 63.2% 63.4% 56.3% 49.5% 54.4% 61.1% 64.4% 85.6% 60.4% 80.6% 72.7% 35.3% 61.7%

利用可能コマ数 87 93 87 93 90 90 90 90 81 84 84 93 1,062

利用実績 35 34 27 30 11 24 35 62 48 49 35 7 397

利用予定人数 207 222 152 160 30 52 30 62 242 12 12 8 1,189

稼働率 40.2% 36.6% 31.0% 32.3% 12.2% 26.7% 38.9% 68.9% 59.3% 58.3% 41.7% 7.5% 37.4%

利用可能コマ数 870 930 870 930 898 831 820 851 643 619 716 795 9,773

利用実績 438 447 509 485 420 496 410 578 322 274 411 226 5,016

利用予定人数 12,380 7,991 18,096 13,051 7,468 15,554 13,291 22,064 7,752 1,992 11,491 2,695 133,825

利用率 50.3% 48.1% 58.5% 52.2% 46.8% 59.7% 50.0% 67.9% 50.1% 44.3% 57.4% 28.4% 51.3%

施設全体

第2楽屋

第1楽屋

ホール

第3研修室

第2研修室

第1研修室

会議室

保育室

多目的室

第4研修室
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（２）施設利用促進への取り組み 

月一回開催しているすくらむプチマルシェでは、今年度も毎月定期出店の 3 団体と 2 店舗ずつ毎月交代で女性起

業家のブース出店コーナーを設けた。年間を通じて、開催時間が午前・午後の施設利用区分の間の１時間程度の

ため、天候や施設の稼働率によって集客にバラつきが見られた。今年度の実施状況を踏まえ、次年度は開催時

間を 13 時まで延長、女性起業家出店コーナーを常時 4～6 店舗とコンテンツを増やし、より多くの利用者に施設へ

足を運んでいただけるようプチマルシェの規模を拡大し実施する。引き続きプチマルシェ開催前の周知や当日の

広報を工夫し、認知度の向上を図りたい。 

 

 

 

 

 

（３）利用者の声への対応 

2019 年度は、年間を通じて施設利用の窓口での手続きの際にアンケートをお渡しし、その都度回収する方法で

利用者の声を収集した。11 月（1 か月間／毎年実施）の施設利用アンケートの際にも積極的にご意見を収集した。

なお、都度収集した利用者の声については、職員間で共有し、対応できる事案から速やかに取り組んだ。 

お客様の声 対応、対案、回答の内容 結果 

貸室での飲食について 

部屋で飲食ができると良い。 

【施設利用促進】 

第 3 研修室、情報提供室、ホールを除く

貸室・フリースペースで飲食可能である。

貸室で飲食希望の場合は、特別利用申

請書兼通知書または飲食許可証の申請

を窓口にて手続きが必要となる。 

窓口にて口頭で説明し、対応を完了

している。ご意見に対し、掲示にて

回答を行った。 

配架チラシについて 

館内にチラシを置かせてほ

しい。 

【情報提供】 

チラシについては、男女共同参画施設の

目的に沿った内容を基準とし、配架可否

の判断をしている。ホール本番時のイベ

ント、団体チラシは時期や場所を調整し、

館内配架を実施している。 

窓口にて口頭説明し、対応完了して

いる。事務局内の応対研修時に、チ

ラシ配架希望者の対応について改

めて研修を行い、オペレーション強

化を実施。 

 

備品について 

談話室に子供用のイスがあ

ると食事をさせやすい。 

【施設利用促進】 

第 1 交流室にお子さん用のハイチェアを

2 台設置した（右写真）。 

 

 

 

ご意見に対し、掲

示にて回答を行っ

た。 

貸室環境について 

第 4 研修室の床のにおいが

気になる。 

【利用改善】 

11 月頃に、カーペットの張替え作業を実

施し床面の状態を改善した。 

窓口にて口頭で説明し、対応を完了

している。また、部屋の特性に合っ

た利用をしていただくよう、改めてご

予約者の方へ説明。 


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備品について 

多目的室内に鏡がほしいで

す。 

【施設利用促進】 

多目的室は常設している鏡の使用が可

能である。 

多目的室内に

右写真の掲示

を行うととも

に、窓口にて

多目的室利用

者へ口頭で案

内を実施。 

清掃用具について 

ほうきとちりとりがあると

良いなと思う。 

【環境衛生美化】 

2～4 階の各階給湯室にほうきとちりと

りを設置しており、使用可能である。 

ホームページ等ウェブでの発信、館

内掲示をもって、ご意見への回答と

した。 

情報提供について 

ホール抽選のくわしい流れが

わかると安心できる(はじめて

なので)。 

【利用改善】 

ホール抽選会・方法について HP にて詳

細を掲載する。 

ホール抽選会時に、配布する資料を作成

する。 

ホームページ等ウェブでの発信、抽

選会時の口頭説明をもって、ご意見

への回答とした。 

荷物の預かりについて 

午前・午後で部屋が違う場

合、荷物を預かってもらえる

とありがたいです。 

【警備・安全】 

午前・午後で部屋が異なる場合の荷物の

預かりについては、安全面や受け渡し時

のトラブル等が予見されることから実運

用は困難である。 

荷物の預かりを希望される場合は、

日貸しロッカーのご案内を行うと事

務局内で周知を行い、オペレーショ

ン強化を行う。 

フリースペースについて 

貸室の利用時間前までに使

える場所がない。 

【施設利用促進】 

施設内に 3 箇所フリースペースとして利

用可能な場所がある。 

1階の第 1交流室、2階の第 2交流室は、

飲食可能で、第 1 交流室ではキッズスペ

ース、第2交流室はミニキッチンの併設が

ある(ミニキッチン利用希望の際は、事務

局まで事前申請式)。 

4 階の情報提供室は、書籍や PC の設置

があり学習スペースとして利用可能であ

る。 

 

ホームページ等ウェブでの発信、1

階の玄関入口の施設案内にて館内

のフリースペース紹介パネルを掲示

し、周知をおこなった。 
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（４）利用者アンケート結果と分析 

（１） 2019 年度 実施講座アンケート集計結果 

【調査概要】 

 ・実施期間：2019 年 4 月 ～ 2020 年 3 月 

 ・対象講座：上記期間に開催された、主催 128 講座（防災関連や共催講座の一部を除き実施した講座アンケート） 

 ・実施場所：原則として講座会場内にて回答 

 ・回 答 者：講座参加者（有効回答 1,599 票） 

 

➂居住区                    ④職業               ⑤利用回数 

   
 

 

 

 

 

① 2019 年度 施設アンケートの集計結果 

86.8 

9.9 

0.0 0.2 
3.1 

女性 男性
その他 答えたくない

2.2 

3.8 14.7 

15.7 12.6 8.5 12.9 8.5 4.8 5.7 
3.1 

1.6 

1.1 

3.2 
1.6 

20歳未満 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳
60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上 無回答 20～24歳

②年代

4% 4%

13%

38%15%

12%

3%

10%

川崎区 幸区 中原区

高津区 宮前区 多摩区

麻生区 その他（市外） 無回答

■講座参加者の内訳 

性別は、女性 86.8％、男性 9.9％、年齢では 30 代が 30.4%と最も多く、 

40 代、50 代はともに 21％代であった。全体に占める 50 代以上も 

37.7％と微増した。職業の内訳としては勤め人が 3 割弱、専業主婦／ 

主夫も 3 割弱となっている。居住区は、すくらむ 21 が所在する高津区が 

最も多く隣接する宮前区、中原区、多摩区と続く。利用者割合は前年度

から大きく変化はないが、新規利用者の割合をみると、利用者全体の

33％が新規者で、リピーターの講座利用割合は 2 割程度である。 

■講座の全体満足度 

90％が「よかった」「まあよかった」と回答した。 

■本ページには掲載していないが、講座の参加の経路としては、広報チ

ラシが 4 割と多く、ホームページも 2 割超であった。

①性別 

33%

35%

11%

10%

11%

初めて利用 2～5回未満

5～10回未満 10回以上

無回答

7%

32%

13%

27%

3%

11%

3%

自営業・家族従業 勤め人（フルタイム）

パート／アルバイト 専業主婦／主夫

学生 無職

その他 無回答

72.0 18.0 

4.2 

5.4 

よかった まあよかった ふつう あまりよくなかった よくなかった 無回答

⑥ 講座満足度
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（２） 2019 年度 施設利用者アンケート集計結果 

【調査概要】 

 ・母 集 団：すくらむ 21 の全利用者 

 ・調査方法：受付窓口にて回答協力を依頼、退館までに受付窓口または回収箱（施設入口に設置）にて回収 

 ・調査対象：調査期間内に来館した利用者（ホール観覧者を除く） 

 ・調査期間：2019 年 11 月 1 日（金）～11 月 30 日（土） ※毎年 11 月に実施 

 ・有効回収：406 票 

【主要指標の結果】 

 

 回答者の認識する性で見ると女性の回答割合が高い。30 代～50 代女性がほぼ横ばいであった。今年度

は、より全体の感想を吸い上げることを目的とし、講座受講者に対してもアンケートを実施した事が関係し

ていると思われる。 

 有効票は 337 票の昨年に比べ 20.4％増加した。全体の居住区では前年度高津区との回答が 26.4%であ

ったが今年度は 35.7%となり近い地域の方からのご意見の割合が増えていると考えられる。 

 

①  職員の応対について 

 

 

 

 

 

②  環境美化について 

 

子供と一緒に利用させていただいた際、警備の方や職員の方にたくさん声をかけていただき安心して利用す

ることができました。  

受付の対応がとても感じ良く、親切で気持ち良く使えました。 

57.6 17.6 19.1 

1.0 0.0 

4.7 

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

有効回答(n=406) 

有効回答(n=406) 

42.6 46.8 

1.2 

9.3 

きれいに清掃が行き届いている 特に気にならない もっときちんと清掃すべきだ 無回答

【衛生面】 

古さで仕方がない面がある。 

時々汚れが気になります。 
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講座情報をわかりやすくしてほしい(HP)。 

ずっと市内に住んでいますがすくらむ 21 を知らなかったので、もっと情報を手軽に知りたい。 

③  警備・安全面について 

 

 

 

④  情報提供について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.5 38.0 16.9 

1.7 0.2 

13.7 

3.9 

見やすい まあ見やすい どちらともいえない やや見づらい 見づらい わからない 無回答

館内掲示の見やすさ

【建物について】

窓がなかなか開かない第  研修室。

網戸がないので不安グループ相談室。 

階段が少しせまい。

5.6 

83.1 5.9 

0.2 

10.8 

安心して利用ができる 安全面についてはやや心配がある

もっと安全面に配慮すべきだ 無回答

15.9 22.1 13.5 

3.7 1.2 

29.7 14.0 

見つけやすい まあ見つけやすい どちらともいえない やや見つけにくい

見つけにくい 見たことがない 無回答

HPでの情報の見つけやすさ
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⑤  施設・設備について 

 

 
 

 
 

アンケートの結果を踏まえた対応については、通年で実施している利用者アンケートやお客様からの声も含め、

施設設備の修繕・改善の対応へ掲載したほか、利用者の声への対応へ掲載した。 

 

 

８．個人情報の保護管理状況 

川崎市個人情報保護条例（昭和 60 年 6 月 29 日条例第 26 号）をはじめ、関係法令を遵守し独自の研修を実施

している。また、指定管理者であるすくらむ 21 運営共同事業体代表者のパーソルテンプスタッフ株式会社は、事

務局内に個人情報保護管理者を置き、管理運営を実施し、個人情報保護研修を年 2 回実施している。 

 

8.3 

15.7 

6.7 

貸し部屋・ホールの予約方法 情報提供 備品の要望

全体(n=421)

施設・設備に関して、今後改善してほしいところ(複数回答)

【空調関連】 

 空調の調整があるとよいです(多目的室)。 

 空調の効きが悪い(第 1 研修室)。 

 

【貸し部屋関連】 

 午前・午後で部屋が違う場合、荷物を預かってもらえるとありがたいです。 

 予約制でレイアウトを事前に行ってほしい。 

 

【飲食関連】 

 ポットの貸し出しと、食べ物の内容に制限はあるか知りたい。 

 部屋で飲食ができるとよい。 

 

【備品関連】 

 延長コードを常設希望。 

 談話室に子供用のイスがあると食事をさせやすい。 

 多目的室、椅子の移動が大変です（使わない時など）。 

 多目的室に鏡が欲しいです。 

 

【予約の要望】 

 楽屋の予約をふれあいネットで行えるようにしてほしい。 

 1 ヶ月前くらいに余裕を持って予約をできるようにしてほしい(第 1 楽屋)。 
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Ⅳ 参考資料 
・男女平等かわさき条例 

・川崎市男女共同参画センター条例 

・川崎市男女共同参画センター条例施行規則 

・川崎市男女共同参画センター管理運営要綱 



男女平等かわさき条例 
 

目 次 

 

前文 

第 1 章 総則（第 1 条～第 7 条） 

第 2 章 基本的施策等（第 8 条～第 15 条） 

第 3 章 拠点施設（第 16 条） 

第 4 章 男女平等推進審議会（第 17 条） 

第 5 章 雑則（第 18 条） 

附則 

 

 

 

 

 
川崎市においては、男女平等の実

現に向けて、国内外の動向を考慮し

つつ、地域の実情に応じた様々な取

組を進めてきた。 

 しかしながら、今なお、様々な分野

において男性を中心とする意識、性

別による固定的な役割分担等が存在

し、男女の自立、特に女性の社会的

及び経済的自立が阻まれている。 

 このような状況を踏まえ、市、市民

及び事業者が相互に協力しながら、

それぞれの役割を積極的に果たして

男女平等を一層推進していく必要が

ある。 

 男女があらゆる場において男女平

等にかかわる人権の侵害を受けるこ

とがなく、自立することができ、共に働

き、学び、及び生活することができる

快適で平和な男女共同参画社会とし

ての男女平等のまち・かわさきを創造

していくため、この条例を制定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 章   総  則 

 
(目的) 

第 1 条 この条例は、男女平等の推

進に関し、基本理念を定め、並び

に市、市民及び事業者の役割を明

らかにするほか、必要な事項を定

めることにより、男女平等を総合的

かつ計画的に推進し、もって市、市

民及び事業者の協働による男女共

同参画社会の形成に寄与すること

を目的とする。 

 

(基本理念) 

第 2 条 男女平等は、次の基本理念  

にのっとり、その推進が図られなけ

ればならない。 

(1) 男女が共に職場、学校、地域、家

庭その他の社会のあらゆる場(以

下「あらゆる場」という。)におい

て、個人として自立し、自由に生

き方を選ぶとともに、多様な生き

方及び個性を互いに尊重し、責

任を分かち合うこと。 

(2) 男女が共にあらゆる場において、

社会における制度、慣行、意識

等に起因する性別による差別的

取扱いを受けることがなく、人権

が尊重されること。 

(3) 社会のあらゆる分野における立

案、決定その他の活動に男女が

平等に参画する機会を確保し、

個人が本来持っている能力を十

分に発揮すること。 

(4) 男女が等しく政治的、経済的、社

会的及び文化的利益を享受する

ことができること。 

(5) 地域社会を構成するすべての者

が、自らの意思と相互の協力に

より、積極的に男女平等を推進

し、生活する者にとって快適な生

活優先型社会を創造すること。 

 

(市の役割) 

第 3 条 市は、男女平等を阻害する

要因を解消するよう努め、男女の

いずれかの参画が十分になされて

いない場における男女の平等な参

画の機会の確保(以下「男女の平

等な参画の機会の確保」という。)に

取り組むほか、あらゆる施策にお

いて男女平等が図られるよう男女

平等を総合的かつ計画的に推進す

る役割を担うものとする。 

 

(市民の役割) 

第 4 条 市民は、男女平等を阻害す

る要因を解消するよう努め、男女

の平等な参画の機会の確保に取り

組み、及び市の実施する男女平等

を推進するための施策(以下「男女

平等施策」という。)に協力する役割

を担うものとする。 

 

(事業者の役割) 

第 5 条 事業者は、その事業活動に

おいて、男女平等を阻害する要因

を解消するよう努め、男女の平等

な参画の機会の確保、育児、介護

等の家庭生活と職業生活が両立で

きるようにするための支援等に取り

組み、及び市の実施する男女平等

施策に協力する役割を担うものと

する。 
 



 

(男女平等にかかわる人権侵害の禁

止) 

第 6 条 何人も、あらゆる場におい

て、性別による差別的取扱い、性

的な言動に対する相手の対応によ

り当該相手に不利益を与え、又は

性的な言動により相手の生活の環

境を害する行為、配偶者等に対す

る著しい身体的又は精神的苦痛を

与える暴力的行為等の男女平等に

かかわる人権の侵害(以下「男女平

等にかかわる人権侵害」という。)を

行ってはならない。 

 

(男女平等にかかわる人権侵害に対

する相談及び救済) 

第 7 条 川崎市人権オンブズパーソ

ン条例(平成 13 年川崎市条例第

19 号)第 12 条第 1 項に規定する

市民等は、川崎市人権オンブズパ

ーソンに対し、男女平等にかかわ

る人権侵害について相談し、又は

男女平等にかかわる人権侵害から

の救済を求めることができる。 

2 市は、川崎市人権オンブズパーソ

ンによるもののほか、男女平等に

かかわる人権侵害に関する相談又

は救済については、関係機関、関

係団体等との連携を図るとともに

男女平等にかかわる人権侵害を受

けた者の立場に配慮した対応に努

めるものとする。 

 

 

第 2 章  基 本 施 策 等 
 

(行動計画) 

第 8 条 市は、男女平等施策その他

の男女共同参画社会の形成の促

進に関する施策の基本となる川崎

市男女平等推進行動計画(以下

「行動計画」という。)を策定するも

のとする。 

2 市長は、行動計画を策定する場

合は、あらかじめ、川崎市男女平

等推進審議会の意見を聴くととも

に、市民及び事業者の意見を反

映させるよう努めるものとする。 

3 市長は、行動計画を策定したとき

は、これを公表するものとする。  

4 前 2 項の規定は、行動計画の変

更について準用する。 

 

 

(年次報告) 

第 9 条 市長は、行動計画に基づい 

た施策の実施状況について年次報告

書を作成し、これを公表するものとす

る。 

(参画の機会を積極的に提供する施

策の推進) 

第 10 条 市は、社会のあらゆる分野

における活動への参画の機会に係

る男女間の格差の是正を図るた

め、必要な範囲内において、男女

のいずれか一方に対し当該機会を

積極的に提供する施策を推進する

ものとする。 

 

(学習等のための支援) 

第 11 条 市は、学校教育、家庭教育

その他社会における教育において

行われる男女平等に関する学習等

のために必要な支援に努めるもの

とする。 

 

(関係団体への支援) 

第 12 条 市は、男女平等を推進する

活動を行う関係団体の自主性及び

主体性を尊重しつつ、当該活動に

ついて必要な支援に努めるものと

する。 

 

(情報の収集及び調査研究) 

第 13 条 市は、男女平等に関する情

報の収集及び調査研究を行うもの

とする。 

 

(広報活動等) 

第 14 条 市は、男女平等に関する理

解の促進を図るため、広報活動を

行うとともに、市民及び事業者に対

する普及啓発及び必要な情報の提

供に努めるものとする。 

 

(推進体制等) 

第 15 条 市は、男女平等を総合的か

つ計画的に推進するため、必要な

体制を整備するものとする。 

2 市は、男女平等の推進に当たって

は、市民、事業者、関係機関、関係

団体等との有機的な連携に努める

ものとする。 

 

 

第 3 章 拠 点 施 設  
 

(拠点施設) 

第 16 条 市は、川崎市男女共同参

画センターを拠点として、男女平等

施策を推進するものとする。 

 

第 4 章  男女平等推進審議会 
 

(男女平等推進審議会) 

第 17 条 第 8 条第 2 項に定めるも

ののほか男女平等の推進に関す

る重要事項について、市長の諮問

に応じ、調査審議するため、川崎

市男女平等推進審議会(以下「審

議会」という。)を置く。 

2 審議会は、委員 13 人以内で組

織する。 

3 男女のいずれか一方の委員の数

は、委員の総数の 10 分の 4 未

満であってはならない。 

4 委員は、市民、事業者、関係団

体の代表者及び学識経験のある

者のうちから市長が委嘱する。 

5 委員の任期は、2 年とする。ただ

し、補欠の委員の任期は、前任

者の残任期間とする。 

6 委員は、再任されることができ

る。 

7 第 4 項の委員のほか、特別の事

項を調査審議するため必要があ

るときは、審議会に臨時委員を置

くことができる。 

8 委員及び臨時委員は、職務上知

ることができた秘密を漏らしては

ならない。その職を退いた後も同

様とする。 

9 前各項に定めるもののほか、

審議会の組織及び運営に関し必

要な事項は、市長が定める。  

 

 

第 5 章  雑  則  
 

(委任) 

第 18 条 この条例に定めるもののほ

か、 この条例の実施のため必要

な事項は、市長が定める。 

 

 

 

附 則  

 

この条例は、平成 13 年 10 月 1 日か

ら施行する。ただし、第 7 条の規定

は、市長が定める日から施行する。 

(平成 14 年 3 月 29 日規則第 32 号で

平成 14 年 5 月 1 日から施行) 



川崎市男女共同参画センター条例  

平成１１年３月１９日  

条例第１０号  

改正  

平成12年３月31日条例第38号  

平成17年７月１日条例第34号  

平成27年３月23日条例第２号  

（目的及び設置）  

第１条  男女が社会の対等な構成員として、あらゆる分野における活動に参画する男女共同参画社会の

形成に寄与するため、川崎市男女共同参画センター（以下「センター」という。）を設置する。  

（位置）  

第２条  センターの位置は、川崎市高津区溝口２丁目20番１号とする。  

（ホール）  

第２条の２  センターに、第１条の目的のほか、青少年の主体的な舞台芸術活動の促進に寄与すること

を目的として、ホールを付設する。  

（事業）  

第３条  センターは、第１条の目的を達成するため、おおむね次の事業を行う。  

(１ )  調査及び研究に関すること。  

(２ )  相談に関すること。  

(３ )  情報の収集及び提供に関すること。  

(４ )  研修会、講演会等の開催に関すること。  

(５ )  市民の学習、研修及び交流の活動の支援に関すること。  

(６ )  施設及び設備（以下「施設等」という。）を利用に供すること。  

（指定管理者）  

第４条  市長は、法人その他の団体であって次の要件を満たすものとしてその指定するもの（以下「指定

管理者」という。）にセンターの管理を行わせる。  

(１ )  センターの管理を行うに当たり、市民の平等な利用が確保できること。  

(２ )  事業計画書の内容が、センターの効用を最大限に発揮するとともに管理経費の縮減が図られるも

のであること。  

(３ )  事業計画書の内容に沿ったセンターの管理を安定して行う能力を有すること。  

２  前項の指定を受けようとするものは、事業計画書その他市長が必要と認める書類を市長に提出しな

ければならない。  

３  市長は、第１項の指定をしたときは、その旨を告示する。  

（指定管理者が行う管理の基準）  

第５条  指定管理者は、この条例及びこれに基づく規則の規定に従い、センターの管理を行わなければ

ならない。  

（指定管理者が行う業務の範囲）  

第６条  指定管理者は、施設等の利用許可に関する業務その他のセンターの管理のために必要な業務

を行わなければならない。  

（利用時間及び休館日）  

第７条  センターの利用時間及び休館日は、次のとおりとする。ただし、指定管理者は、特別の理由があ

ると認めるときは、利用時間を変更し、又は臨時に開館し、若しくは休館することができる。    

利用時間  午前９時から午後９時 30 分まで  

休館日  12 月 29 日から翌年の１月３日までの日  

 

（利用許可）  

第８条  センターの施設等を利用しようとする者は、指定管理者の許可を受けなければならない。  

（利用料金）  

第９条  前条の許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、指定管理者に利用に係る料金（以下「利用

料金」という。）を支払わなければならない。  

２  利用料金は、前払しなければならない。ただし、指定管理者が特別の理由があると認めるときは、こ

の限りでない。  

３  利用料金の額は、別表に定める金額の範囲内において、あらかじめ市長の承認を得て、指定管理者

が定めるものとする。  

４  利用料金は、指定管理者の収入とする。  



（利用料金の減免）  

第10条  指定管理者は、あらかじめ市長が定める基準に従い、利用料金を減額し、又は免除することが

できる。  

（利用料金の返還）  

第11条  既に支払われた利用料金は、返還しない。ただし、指定管理者は、あらかじめ市長が定める基

準に従い、その全部又は一部を返還することができる。  

（利用許可の制限）  

第12条  指定管理者は、管理上支障があるとき、その他施設等の利用を不適当であると認めるときは、

第８条の許可をしない。  

（利用許可の取消し等）  

第13条  指定管理者は、利用者が次の各号のいずれかに該当すると認める場合は、第８条の許可を取

り消し、又は施設等の利用を制限し、若しくは停止することができる。  

(１ )  利用の目的に反したとき。  

(２ )  秩序を乱し、他人の迷惑となる行為をしたとき。  

(３ )  偽りその他不正な行為により許可を受けたとき。  

(４ )  災害その他の事故により利用できなくなったとき。  

(５ )  工事その他市の事業の執行上やむを得ない理由により利用できなくなったとき。  

(６ )  前各号に定めるもののほか、この条例又はこれに基づく規則に違反したとき。  

（施設等の変更禁止）  

第14条  利用者は、施設等を利用する場合において、これを模様替えし、又はこれに特別の設備を付設

してはならない。ただし、指定管理者が特別の理由があると認めるときは、この限りでない。  

（利用権の譲渡等の禁止）  

第15条  利用者は、施設等を利用する権利を第三者に譲渡し、又は転貸してはならない。  

（原状回復）  

第16条  利用者は、施設等の利用を終了し、又は第８条の許可を取り消され、若しくは施設等の利用を

制限され、若しくは停止されたときは、直ちにその施設等を原状に回復し、又は返還しなければならない

。  

（取消し等による損害の責任）  

第17条  市及び指定管理者は、第13条第５号に該当する場合を除き、第８条の許可の取消し又は施設

等の利用の制限若しくは停止によって利用者に生じた損害については、その責めを負わない。  

（損害の賠償）  

第18条  施設等に損害を生じさせた者は、その損害を賠償しなければならない。ただし、市長がやむを得

ない理由があると認めるときは、賠償額を減額し、又は免除することができる。  

（委任）  

第19条  この条例の施行に関し必要な事項は、市長が定める。  

 

附  則  

この条例の施行期日は、市長が定める。（平成11年６月30日規則第64号で平成11年９月１日から施行）  

附  則（平成12年３月31日条例第38号）  

この条例の施行期日は、市長が定める。（平成12年５月25日規則第86号で平成12年８月２日から施行）  

附  則（平成17年７月１日条例第34号）  

（施行期日）  

１  この条例は、平成18年４月１日から施行する。ただし、第３条の次に４条を加える改正規定（第４条第

２項及び第３項に係る部分に限る。）は、公布の日から施行する。  

（経過措置）  

２  この条例の施行の際現に効力を有する市長の行った使用許可その他の行為で、この条例の施行の

日（以下「施行日」という。）において改正後の条例（以下「新条例」という。）の規定により当該行為に相

当する行為を行うべきものが新条例第４条第１項に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）と

なるものは、施行日以後においては、指定管理者の行った利用許可その他の行為とみなす。  

附  則（平成27年３月23日条例第２号抄）  

（施行期日）  

１  この条例は、平成27年４月１日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める

日から施行する。  

(１ )  第16条、第17条及び第20条の規定  平成27年５月１日  

(２ )  第３条の規定  平成27年６月１日  

(３ )  第19条の規定  平成27年７月１日  



(４ )  第７条の規定  平成28年４月１日  

(５ )  第12条、第14条及び第15条の規定  平成28年５月１日  

(６ )  第２条、第４条、第11条、第13条及び第18条の規定  平成28年６月１日  

(７ )  第６条の規定  平成28年９月１日  

(８ )  第５条の規定  平成28年10月１日  

(９ )  第８条の規定  平成28年11月１日  

 

別表（第９条関係）  

１  施設利用料       

種別  

金額  

午前  午後  夜間  全日  

９時～12 時  １時～５時  ６時～９時 30 分  ９時～９時 30 分  

会議室  1 ,700 円  2 ,300 円  2 ,900 円  6 ,900 円  

第１研修室  1 ,200 円  1 ,600 円  2 ,000 円  4 ,800 円  

第２研修室  1 ,200 円  1 ,600 円  2 ,000 円  4 ,800 円  

第３研修室  1 ,300 円  1 ,700 円  2 ,100 円  5 ,100 円  

第４研修室  1 ,200 円  1 ,600 円  2 ,000 円  4 ,800 円  

多目的室  2 ,300 円  3 ,100 円  3 ,900 円  9 ,300 円  

ホール  6 ,600 円  7 ,400 円  12 ,700 円  26 ,700 円  

第１楽屋  500 円  700 円  900 円  2 ,100 円  

第２楽屋  600 円  900 円  1 ,100 円  2 ,600 円  

 

（備考）  

１  土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日に利用する

場合の施設利用料の額は、規定利用料の２割増相当額とする。  

２  利用許可の時間を超えて利用する場合の施設利用料の額は、超過時間１時間（30分未満は切り捨て

、30分以上は１時間とする。）につき、その直前の利用時間の区分における規定利用料（前項の規

定を適用する場合は、同項の規定により算出して得た額）の１時間当たりの額の２割増相当額（10

円未満の端数は、切り捨てる。）とする。ただし、午前と午後又は午後と夜間の当該２区分を引き続

き利用する場合の中間時間の施設利用料は、無料とする。  

３  ホールを練習、準備等のために利用する場合の施設利用料の額は、規定利用料（前２項の規定を適

用する場合は、これらの規定により算出して得た額）の５割相当額（10円未満の端数は、切り捨てる

。）とする。  

 

２  設備利用料    

単位  金額  

１式、１本、１台、１列、１脚、１個、１枚、１キロワッ

トその他１単位  １回  
5 ,000 円  

 

（備考）  

１  本表においては、午前・午後・夜間をそれぞれ１回として扱う。  

２  利用許可の時間を超えて利用する場合の設備利用料の額は、超過時間１時間（30分未満は切り捨て

30分以上は１時間とする。）につき、その直前の利用時間の区分における規定利用料の１時間当た

りの額の２割増相当額（10円未満の端数は、切り捨てる。）とする。ただし、午前と午後又は午後と

夜間の当該２区分を引き続き利用する場合の中間時間の設備利用料は、無料とする。  

３  ホールを練習、準備等のために利用する場合の設備利用料の額は、規定利用料（前項の規定を適用

する場合は、同項の規定により算出して得た額）の５割相当額（10円未満の端数は、切り捨てる。）

とする。  

 



川崎市男女共同参画センター条例施行規則
平成１１年８月１６日

規則第７５号

（趣旨） 

第１条 この規則は、川崎市男女共同参画センター条例（平成11年川崎市条例第10号。以下「条例

」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（公告） 

第２条 市長は、条例第４条第１項の規定により川崎市男女共同参画センター（以下「センター」

という。）の管理を行わせるため、法人その他の団体（以下「法人等」という。）を指定しようと

するときは、あらかじめ次に掲げる事項を公告する。 

(１) 管理を行わせる施設の名称及び所在地 

(２) 条例第４条第１項に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）が行う管理の基準

及び業務の範囲 

(３) 指定管理者の指定の予定期間（以下「指定予定期間」という。） 

(４) 条例第４条第２項の規定による事業計画書その他市長が必要と認める書類の提出（以下「事

業計画書等の提出」という。）の方法 

(５) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

（事業計画書等の提出） 

第３条 事業計画書等の提出は、市長が定める期間内にしなければならない。 

２ 条例第４条第２項に規定する事業計画書その他市長が必要と認める書類は、次に掲げるとおり

とする。 

(１) 指定予定期間に属する各年度のセンターの管理に係る事業計画書及び収支予算書 

(２) 定款又は寄附行為及び登記事項証明書（法人以外の団体にあっては、これらに相当する書類

） 

(３) 事業計画書等の提出をする日（以下「提出日」という。）の属する事業年度の前事業年度に

おける財産目録、貸借対照表及び損益計算書若しくは活動計算書又は収支計算書。ただし、提出日

の属する事業年度に設立された法人等にあっては、その設立時における財産目録とする。 

(４) 提出日の属する事業年度及び翌事業年度における法人等の事業計画書及び活動予算書又は収

支予算書 

(５) 役員の名簿及び履歴書 

(６) 組織及び運営に関する事項を記載した書類 

(７) 現に行っている業務の概要を記載した書類 

(８) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

（指定管理予定者） 

第４条 市長は、事業計画書等の提出をした法人等が２以上あるときは、条例第４条第１項各号に

掲げる要件（以下「指定要件」という。）を満たし、かつ、条例第１条に規定する目的を達成する

上で最も適切と認めるものを指定管理者の予定者（以下「指定管理予定者」という。）とする。 

２ 市長は、事業計画書等の提出をした法人等が１である場合において、指定要件を満たすときは

、当該法人等を指定管理予定者とする。 

３ 市長は、前条第１項に規定する市長が定める期間内に事業計画書等の提出をした法人等がない

とき、又は前２項の指定管理予定者がないときは、再度、第２条の規定による公告を行う。 

（通知） 

第５条 市長は、条例第４条第１項の指定をしたときは、指定された法人等に対し、指定管理者指

定書（別記様式）により通知する。 

（協定） 

第６条 指定管理者は、市長とセンターの管理に関する協定を締結する。 

２ 前項の協定においては、次に掲げる事項を定めるものとする。 

(１) 事業計画に関する事項 

(２) 利用許可に関する事項 

(３) 利用に係る料金（以下「利用料金」という。）に関する事項 

(４) 管理に要する費用に関する事項 

(５) 管理を行うに当たって保有する個人情報の保護に関する事項 

(６) 管理の業務の報告に関する事項 

(７) 指定の取消し及び管理の業務の停止に関する事項 

(８) 川崎市契約条例（昭和39年川崎市条例第14号）に規定する作業報酬に関する事項 

(９) その他市長が必要と認める事項 



（利用許可の申請） 

第７条 条例第８条の規定によりセンターの施設及び設備（以下「施設等」という。）の利用許可

を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、指定管理者に申請しなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、次に定めるところによる。ただし、指定管理者が特別の理由がある

と認めるときは、この限りでない。 

(１) 会議室、研修室又は多目的室を利用しようとする場合にあっては、利用日の属する月の４月

前の月（以下「申込月」という。）の17日から23日までの間に予約の申込みをし、当該予約が承諾

されたときは、申込月の25日から28日までの間（以下「申請期間」という。）に申請しなければな

らない。 

(２) 前号の規定にかかわらず、同号の規定による申請がなかったこと、第10条の規定による届出

があったこと等により利用しようとする者がない同号に規定する施設を利用しようとする場合にあ

っては、申請期間経過後においても申請することができる。 

(３) ホールを利用しようとする場合にあっては、利用日の属する月の12月前の月の初日から申請

することができる。 

(４) 楽屋を利用しようとする場合にあっては、利用日の10日前から申請することができる。 

(５) 第１号及び前号の規定にかかわらず、ホールの利用と併せて会議室、研修室、多目的室又は

楽屋を利用しようとする場合にあっては、利用日の属する月の12月前の月の初日から申請すること

ができる。 

（利用許可書の交付） 

第８条 指定管理者は、申請者に対し前条第１項の利用許可をしたときは、原則として利用に係る

許可書を申請者に交付しなければならない。 

（利用料金の減免申請等） 

第９条 条例第10条の規定により利用料金の減額又は免除を受けようとする者は、原則として第７

条第１項の規定による申請と同時に指定管理者に申請しなければならない。 

２ 指定管理者は、利用料金の減額又は免除の申請に対する決定をしたときは、当該決定に係る通

知書を申請者に交付しなければならない。 

（利用中止届） 

第10条 第７条第１項の利用許可を受けた者（以下「利用者」という。）が施設等の利用を中止す

るときは、速やかにその旨を指定管理者に届け出なければならない。 

（利用料金の返還） 

第11条 条例第11条ただし書の規定により利用料金を返還する場合は、次に定めるとおりとする。 

(１) 条例第13条第４号又は第５号の規定により指定管理者が第７条第１項の利用許可を取り消し

たとき。 利用料金の全額 

(２) ホールと併せて利用しない場合の会議室、研修室、多目的室又は楽屋の利用者が利用日の３

日前までに利用中止を届け出たとき。 利用料金の全額 

(３) ホール又はホールと併せて利用する場合の会議室、研修室、多目的室若しくは楽屋の利用者

が利用日の６月前までに利用中止を届け出たとき。 利用料金の全額 

(４) ホール又はホールと併せて利用する場合の会議室、研修室、多目的室若しくは楽屋の利用者

が利用日の４月前までに利用中止を届け出たとき。 利用料金の５割相当額 

(５) 前各号に定めるもののほか、市長が正当な理由があると認めるとき。 利用料金の全額 

（利用期間等の制限） 

第12条 指定管理者は、施設等の利用の公平を図るため必要があると認めるときは、同一利用者が

１月以内に施設等を利用する期間又は回数を制限することができる。 

（施設等の模様替え等） 

第13条 条例第14条ただし書の規定により施設等を模様替えし、又は特別の設備を付設しようとす

る者は、原則として第７条第１項の規定による申請と同時に指定管理者に申請し、その承認を受け

なければならない。 

２ 指定管理者は、前項の承認をしたときは、施設等の模様替え等に係る承認書を申請者に交付し

なければならない。 

３ 第１項の承認を受けた者が施設等を模様替えし、又は特別の設備を付設したときは、利用後直

ちに自己の負担においてこれを原状に回復し、又は撤去しなければならない。 

（遵守事項） 

第14条 利用者又は入館者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(１) 定員を超えて入場させないこと。 

(２) 利用許可された以外の施設等を利用しないこと。 

(３) 壁、柱、扉等に張り紙をし、又はくぎ類を打ち込まないこと。 



(４) 所定の場所以外で火気を使用しないこと。 

(５) 危険物等を持ち込まないこと。 

(６) 許可を受けずに物品の販売又は飲食物の提供をしないこと。 

(７) 許可を受けずに寄附募集その他これに類する行為をしないこと。 

(８) 所定の場所以外で飲食し、又は喫煙しないこと。 

(９) 前各号に定めるもののほか、指定管理者の指示した事項 

（管理上の入室） 

第15条 利用者は、管理のために立ち入る係員の入室を拒むことができない。 

（整理員の配置） 

第16条 利用者は、施設の利用に際し、センター内外の秩序保持のため必要な整理員を置かなけれ

ばならない。ただし、指定管理者が必要がないと認める場合は、この限りでない。 

（利用後の点検） 

第17条 利用者は、施設等の利用を終了したときは、係員に報告し、その点検を受けなければなら

ない。 

（委任） 

第18条 この規則の施行に関し必要な事項は、市民文化局長が定める。 

附 則 

この規則は、平成11年９月１日から施行する。 

附 則（平成12年７月27日規則第99号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成12年８月２日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正前の規則の規定により調製した帳票で現に残存するものについては、当分の間、必要な箇

所を訂正した上、引き続きこれを使用することができる。 

附 則（平成15年６月30日規則第79号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成15年７月２日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の規則の規定は、平成15年10月１日以後の使用に係るものから適用し、同日前の使用に

係るものについては、なお従前の例による。 

３ この規則の施行の際、改正前の規則の規定により行った申請その他の行為で現に効力を有する

ものについては、改正後の規則の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成17年７月１日規則第80号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成18年４月１日から施行する。ただし、第１条の次に５条を加える改正規定及

び附則の次に様式を加える改正規定は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に効力を有する市長又は市民局人権・男女共同参画室主幹に対して行わ

れた申請その他の行為で、この規則の施行の日（以下「施行日」という。）において改正後の規則

（以下「新規則」という。）の規定により当該行為に相当する行為が新規則第２条第２号に規定す

る指定管理者（以下「指定管理者」という。）に対して行われるべきものとなるものは、施行日以

後においては、指定管理者に対して行われた申請その他の行為とみなす。 

附 則（平成20年３月31日規則第16号抄） 

この規則は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成21年５月29日規則第53号抄） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成24年３月30日規則第18号） 

この規則は、平成24年４月１日から施行する。 

附 則（平成25年３月29日規則第33号） 

この規則は、平成25年４月１日から施行する。 

附 則（平成25年11月13日規則第94号） 

この規則は、平成25年12月17日から施行する。 

附 則（平成28年３月31日規則第13号） 

この規則は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則（平成28年９月30日規則第74号） 



この規則は、平成28年10月１日から施行する。 

別記様式

指定管理者指定書

川崎市指令 第 号

住 所

名 称

代表者の氏名 様

を川崎市男女共同参画センターの指定管理者に指定しましたので、川崎市男

女共同参画センター条例施行規則第５条の規定により通知します。

年 月 日

川崎市長 印

指定期間 年 月 日から 年 月 日まで



川崎市男女共同参画センター管理運営要綱

 
（趣旨）

第１条 この要綱は、川崎市男女共同参画センター（以下「センター」という。）の管理運営について、川崎市男女共

同参画センター条例（平成１１年川崎市条例第１０号。以下「条例」という。）及び川崎市男女共同参画センター条

例施行規則（平成１１年川崎市規則第７５号。以下「規則」という。）で定めるもののほか必要な事項を定めるもの

とする。

（申請等の受付時間）

第２条 条例及び規則に基づく利用の申請及び届出の受付時間は、次に定めるとおりとする。

（１）会議室、研修室、多目的室又は楽屋にあっては、開館日の午前８時３０分から午後７時までとする。ただし、川崎

市公共施設利用予約システム（以下「予約システム」という。）を利用する場合にあっては、別に定めるところに

よる。

（２）ホールにあっては、開館日の午前９時から午後７時までとする。ただし、利用日の属する月の１２月前の月の初

日については、午前１０時から午後７時までとする。

（３）第１号の規定にかかわらず、ホールの利用と併せて、同時に申請及び届出する会議室、研修室、多目的室又は

楽屋にあっては、前号の規定を準用する。

（申請の受付順位）

第３条 利用許可申請の受付順位は、申請順とする。この場合において、申請が同時の場合は、センターの設置目

的に沿って利用するものを優先し、その他の利用の場合は抽選による。ただし、予約システムを利用する場合に

あっては、別に定めるところによる。

（申請の期間）

第４条 規則第７条第２項ただし書に規定する条例第４条第１項に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）

が特別の理由があると認めるときの利用の申請の期間は、別表の左欄に掲げる施設の区分に応じ、同表中欄に

掲げる場合における同表右欄に定める期間とする。

（利用料金の減免）

第５条 条例第１０条の規定により、指定管理者が利用料金を減額し、又は免除する場合及びその額は、次のとおり

とする。ただし、ホールを練習、準備等のために利用する場合にあっては、第２号から第４号までの規定は、適用

しない。

（１）市がセンターの設置目的に沿って利用し、若しくは青少年の主体的な舞台芸術の活動の促進に寄与することを

目的として、ホール又は楽屋を利用する場合 利用料金の全額

（２）国若しくは他の地方公共団体又は他の地方公共団体が設置した男女共同参画若しくは女性のための総合的な

施設を運営する団体がセンターの設置目的に沿って利用する場合 利用料金の５割相当額（１０円未満の端

数は、切り捨てる。）

（３）労働者の能力発揮及び職業生活の安定等に寄与することを目的とする独立行政法人、特別民間法人、公益法

人又は特定非営利活動促進法（平成１０年法律第７号）に定める特定非営利活動法人その他これに準ずる団

体がセンターの設置目的に沿って利用する場合 利用料金の５割相当額（１０円未満の端数は、切り捨てる。）

（４）学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に定める学校、専修学校若しくは各種学校又は市に登録している青少年

団体若しくは青少年育成団体が青少年の主体的な舞台芸術活動の促進に寄与することを目的として、ホール

を利用する場合 利用料金の５割相当額（１０円未満の端数は、切り捨てる。）

２ 指定管理者は、市の共催を受けて実施する事業においてセンターの設置目的に沿って利用する場合又は指定

管理者が特別の理由があると認める場合の利用料金の減免については、当該事業の態様を勘案し、その都度市

長と協議の上決定するものとする。

３ 指定管理者は、前２項の規定によるほか、市長が特別の理由があると認めるときは、利用料金を減額し、又は免

除することができる。

（営利利用の制限）

第６条 会議室、研修室、多目的室又は楽屋については、営利を目的とした利用は許可しない。ただし、次に該当す

る場合は、この限りでない。

（１）物品の販売等

ア 研修会、講習会等の教材又は参考資料等の書籍、ＣＤ等の物品類であること。

イ 催事の講師、出演者等に関するものであること。

（２）入場料金等を徴する催事

ア 主催者が会員のために催すものであること。

イ 入場料金等は、他に比較して高額でないこと。

（特別利用の承認）

第７条 前条ただし書の規定により物品の販売等をし、又は入場料金等を徴する催事をしようとする者は、指定管理



者に趣意書を添えて申請し、その承認を受けなければならない。

（利用時間）

第８条 条例別表の１に定める利用時間は、準備及び後片付けに要する時間を含めるものとする。

（利用時間の延長）

第９条 利用許可の時間を超えて利用することができる場合は、利用時間区分の直後に利用者がいないとき又は管

理上支障がないときに限り認めるものとする。

（利用期間等の制限）

第１０条 規則第１２条に規定する同一利用者が１月以内に施設等を利用する期間又は回数は、原則として次に定

めるとおりとする。ただし、施設の利用状況に応じて利用可能なとき又は指定管理者が特別の理由があると認め

るときは、この限りでない。

（１）同一利用者が連続して同一施設を利用する期間 ４日を限度

（２）１月以内に施設等を利用する申請の回数 ４回以内

附 則

この要綱は、平成１１年９月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成１２年８月２日から施行する。

附 則

この要綱は、平成１５年７月２日から施行する。

附 則

この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２５年１２月１７日から施行する。

附 則

この要綱は、平成３１年１月２５日から施行する。

附 則

（施行期日）

１ この要綱は、令和２年４月１日から施行する。ただし、第５条第１項にただし書を加える改正規定は、令和３年４月

１日から施行する。

（経過措置）

２ 改正後の要綱別表ホールの項の規定は、この要綱（前項ただし書に規定する改正規定を除く。）の施行の日以後

に申請のあったものから適用し、同日前に申請のあったものについては、なお従前の例による。

３ 附則第１項ただし書に規定する規定の施行の日前に利用許可を受けている者の当該利用許可に係る利用料金

については、なお従前の例による。



別表（第４条関係）

施設名 区 分 提出の期間

会
議
室

研
修
室

多
目
的
室

市がセンターの設置目的に沿って利用する場合 利用しようとする日（引き続き２日

以上利用しようとする場合は、その

最初の日。以下同じ。）前１年以内
市の共催又は後援を受けて実施する事業においてセンタ

ーの設置目的に沿って利用する場合


市が利用する場合

利用しようとする日前６月以内
市の共催又は後援を受けて実施する事業において利用す

る場合

㉔

市がセンターの設置目的に沿って利用する場合、又は青

少年の主体的な舞台芸術の活動の促進に寄与することを

目的として利用する場合 利用しようとする日前１８月以内

市の共催又は後援を受けて実施する事業においてセンタ

ーの設置目的に沿って利用する場合

学校教育法に定める市内の学校、専修学校若しくは各種

学校又は市に登録している青少年団体若しくは青少年育

成団体が青少年の主体的な舞台芸術活動の促進に寄与

することを目的として利用する場合

利用しようとする日前１５月以内

市が利用する場合

利用しようとする日前１４月以内
市の共催又は後援を受けて実施する事業において利用す

る場合

備考 ホールの利用と併せて、会議室、研修室、多目的室又は楽屋を利用しようとする

場合、ホールと同じ期間に提出することができる。
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

７．施設運営・管理事業 

センターの利用者が安全かつ安心して利用できるよう施設の円滑な運営と管理体制の充実を図るとともに、ホ

ールや研修室、会議室を中心とした施設や設備の貸し出しを行なうことで市民や団体・グループの自主活動を支

援する。 ※1 日を午前・午後・夜間の３つのコマに区分し、施設を貸し出している。（1 日あたり 3 コマ） 

 

（１）施設運営・貸館業務 

①月別施設利用件数グラフ（2019 年 4 月～2020 年 3 月） 



②施設利用状況実績表 

 

  

438 447 
509 485 

420 
496 

410 

578 

322 274 

411 

226 

0
100
200
300
400
500
600
700

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

利用可能コマ数 87 93 87 93 90 90 90 90 24 0 84 93 921

利用実績 68 63 75 78 76 76 71 80 24 0 70 38 719

利用予定人数 9,173 3,981 14,002 10,001 4,650 12,684 10,367 18,173 5,450 0 9,164 1,485 99,130

稼働率 78.2% 67.7% 86.2% 83.9% 84.4% 84.4% 78.9% 88.9% 100.0% 0.0% 83.3% 40.9% 78.1%

利用可能コマ数 87 93 87 93 90 90 90 90 80 84 84 93 1,061

利用実績 44 36 62 51 62 61 42 59 39 26 54 38 574

利用予定人数 171 137 351 286 331 205 200 265 186 92 208 119 2,551

稼働率 50.6% 38.7% 71.3% 54.8% 68.9% 67.8% 46.7% 65.6% 48.8% 31.0% 64.3% 40.9% 54.1%

利用可能コマ数 87 93 87 93 90 90 90 90 81 84 84 93 1,062

利用実績 22 19 38 32 47 42 12 31 11 8 26 12 300

利用予定人数 78 106 195 182 285 129 48 149 60 33 106 40 1,411

稼働率 25.3% 20.4% 43.7% 34.4% 52.2% 46.7% 13.3% 34.4% 13.6% 9.5% 31.0% 12.9% 28.2%

利用可能コマ数 87 93 87 93 88 21 13 47 81 84 84 93 871

利用実績 33 38 36 36 22 20 12 26 33 37 33 23 349

利用予定人数 438 502 421 346 227 193 125 253 419 378 361 226 3,889

稼働率 37.9% 40.9% 41.4% 38.7% 25.0% 95.2% 92.3% 55.3% 40.7% 44.0% 39.3% 24.7% 40.1%

利用可能コマ数 87 93 87 93 90 90 90 90 81 84 84 93 1,062

利用実績 53 52 60 62 44 56 50 70 59 53 64 38 661

利用予定人数 347 391 474 431 232 301 411 614 315 366 394 246 4,522

稼働率 60.9% 55.9% 69.0% 66.7% 48.9% 62.2% 55.6% 77.8% 72.8% 63.1% 76.2% 40.9% 62.2%

利用可能コマ数 87 93 87 93 90 90 90 90 81 84 84 93 1,062

利用実績 45 48 51 54 35 55 42 61 47 30 54 31 553

利用予定人数 212 312 340 229 148 240 279 574 278 253 415 232 3,512

稼働率 51.7% 51.6% 58.6% 58.1% 38.9% 61.1% 46.7% 67.8% 58.0% 35.7% 64.3% 33.3% 52.1%

利用可能コマ数 87 93 87 93 90 90 90 90 81 84 84 93 1,062

利用実績 26 36 46 40 30 46 33 43 29 46 43 21 439

利用予定人数 281 384 506 338 364 471 345 479 304 444 396 218 4,530

稼働率 29.9% 38.7% 52.9% 43.0% 33.3% 51.1% 36.7% 47.8% 35.8% 54.8% 51.2% 22.6% 41.3%

利用可能コマ数 87 93 87 93 90 90 87 84 0 0 0 0 711

利用実績 57 62 65 56 44 61 55 69 0 0 0 0 469

利用予定人数 353 475 478 327 311 379 371 336 0 0 0 0 3,030

稼働率 65.5% 66.7% 74.7% 60.2% 48.9% 67.8% 63.2% 82.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.0%

利用可能コマ数 87 93 87 93 90 90 90 90 53 31 44 51 899

利用実績 55 59 49 46 49 55 58 77 32 25 32 18 555

利用予定人数 1,120 1,481 1,177 751 890 900 1,115 1,159 498 414 435 121 10,061

稼働率 63.2% 63.4% 56.3% 49.5% 54.4% 61.1% 64.4% 85.6% 60.4% 80.6% 72.7% 35.3% 61.7%

利用可能コマ数 87 93 87 93 90 90 90 90 81 84 84 93 1,062

利用実績 35 34 27 30 11 24 35 62 48 49 35 7 397

利用予定人数 207 222 152 160 30 52 30 62 242 12 12 8 1,189

稼働率 40.2% 36.6% 31.0% 32.3% 12.2% 26.7% 38.9% 68.9% 59.3% 58.3% 41.7% 7.5% 37.4%

利用可能コマ数 870 930 870 930 898 831 820 851 643 619 716 795 9,773

利用実績 438 447 509 485 420 496 410 578 322 274 411 226 5,016

利用予定人数 12,380 7,991 18,096 13,051 7,468 15,554 13,291 22,064 7,752 1,992 11,491 2,695 133,825

利用率 50.3% 48.1% 58.5% 52.2% 46.8% 59.7% 50.0% 67.9% 50.1% 44.3% 57.4% 28.4% 51.3%

施設全体

第2楽屋

第1楽屋

ホール

第3研修室

第2研修室

第1研修室

会議室

保育室

多目的室

第4研修室
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（２）施設利用促進への取り組み 

月一回開催しているすくらむプチマルシェでは、今年度も毎月定期出店の 3 団体と 2 店舗ずつ毎月交代で女性起

業家のブース出店コーナーを設けた。年間を通じて、開催時間が午前・午後の施設利用区分の間の１時間程度の

ため、天候や施設の稼働率によって集客にバラつきが見られた。今年度の実施状況を踏まえ、次年度は開催時

間を 13 時まで延長、女性起業家出店コーナーを常時 4～6 店舗とコンテンツを増やし、より多くの利用者に施設へ

足を運んでいただけるようプチマルシェの規模を拡大し実施する。引き続きプチマルシェ開催前の周知や当日の

広報を工夫し、認知度の向上を図りたい。 

 

 

 

 

 

（３）利用者の声への対応 

2019 年度は、年間を通じて施設利用の窓口での手続きの際にアンケートをお渡しし、その都度回収する方法で

利用者の声を収集した。11 月（1 か月間／毎年実施）の施設利用アンケートの際にも積極的にご意見を収集した。

なお、都度収集した利用者の声については、職員間で共有し、対応できる事案から速やかに取り組んだ。 

お客様の声 対応、対案、回答の内容 結果 

貸室での飲食について 

部屋で飲食ができると良い。 

【施設利用促進】 

第 3 研修室、情報提供室、ホールを除く

貸室・フリースペースで飲食可能である。

貸室で飲食希望の場合は、特別利用申

請書兼通知書または飲食許可証の申請

を窓口にて手続きが必要となる。 

窓口にて口頭で説明し、対応を完了

している。ご意見に対し、掲示にて

回答を行った。 

配架チラシについて 

館内にチラシを置かせてほ

しい。 

【情報提供】 

チラシについては、男女共同参画施設の

目的に沿った内容を基準とし、配架可否

の判断をしている。ホール本番時のイベ

ント、団体チラシは時期や場所を調整し、

館内配架を実施している。 

窓口にて口頭説明し、対応完了して

いる。事務局内の応対研修時に、チ

ラシ配架希望者の対応について改

めて研修を行い、オペレーション強

化を実施。 

 

備品について 

談話室に子供用のイスがあ

ると食事をさせやすい。 

【施設利用促進】 

第 1 交流室にお子さん用のハイチェアを

2 台設置した（右写真）。 

 

 

 

ご意見に対し、掲

示にて回答を行っ

た。 

貸室環境について 

第 4 研修室の床のにおいが

気になる。 

【利用改善】 

11 月頃に、カーペットの張替え作業を実

施し床面の状態を改善した。 

窓口にて口頭で説明し、対応を完了

している。また、部屋の特性に合っ

た利用をしていただくよう、改めてご

予約者の方へ説明。 


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備品について 

多目的室内に鏡がほしいで

す。 

【施設利用促進】 

多目的室は常設している鏡の使用が可

能である。 

多目的室内に

右写真の掲示

を行うととも

に、窓口にて

多目的室利用

者へ口頭で案

内を実施。 

清掃用具について 

ほうきとちりとりがあると

良いなと思う。 

【環境衛生美化】 

2～4 階の各階給湯室にほうきとちりと

りを設置しており、使用可能である。 

ホームページ等ウェブでの発信、館

内掲示をもって、ご意見への回答と

した。 

情報提供について 

ホール抽選のくわしい流れが

わかると安心できる(はじめて

なので)。 

【利用改善】 

ホール抽選会・方法について HP にて詳

細を掲載する。 

ホール抽選会時に、配布する資料を作成

する。 

ホームページ等ウェブでの発信、抽

選会時の口頭説明をもって、ご意見

への回答とした。 

荷物の預かりについて 

午前・午後で部屋が違う場

合、荷物を預かってもらえる

とありがたいです。 

【警備・安全】 

午前・午後で部屋が異なる場合の荷物の

預かりについては、安全面や受け渡し時

のトラブル等が予見されることから実運

用は困難である。 

荷物の預かりを希望される場合は、

日貸しロッカーのご案内を行うと事

務局内で周知を行い、オペレーショ

ン強化を行う。 

フリースペースについて 

貸室の利用時間前までに使

える場所がない。 

【施設利用促進】 

施設内に 3 箇所フリースペースとして利

用可能な場所がある。 

1階の第 1交流室、2階の第 2交流室は、

飲食可能で、第 1 交流室ではキッズスペ

ース、第2交流室はミニキッチンの併設が

ある(ミニキッチン利用希望の際は、事務

局まで事前申請式)。 

4 階の情報提供室は、書籍や PC の設置

があり学習スペースとして利用可能であ

る。 

 

ホームページ等ウェブでの発信、1

階の玄関入口の施設案内にて館内

のフリースペース紹介パネルを掲示

し、周知をおこなった。 
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（４）利用者アンケート結果と分析 

（１） 2019 年度 実施講座アンケート集計結果 

【調査概要】 

 ・実施期間：2019 年 4 月 ～ 2020 年 3 月 

 ・対象講座：上記期間に開催された、主催 128 講座（防災関連や共催講座の一部を除き実施した講座アンケート） 

 ・実施場所：原則として講座会場内にて回答 

 ・回 答 者：講座参加者（有効回答 1,599 票） 

 

➂居住区                    ④職業               ⑤利用回数 

   
 

 

 

 

 

① 2019 年度 施設アンケートの集計結果 

86.8 

9.9 

0.0 0.2 
3.1 

女性 男性
その他 答えたくない

2.2 

3.8 14.7 

15.7 12.6 8.5 12.9 8.5 4.8 5.7 
3.1 

1.6 

1.1 

3.2 
1.6 

20歳未満 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳
60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上 無回答 20～24歳

②年代

4% 4%

13%

38%15%

12%

3%

10%

川崎区 幸区 中原区

高津区 宮前区 多摩区

麻生区 その他（市外） 無回答

■講座参加者の内訳 

性別は、女性 86.8％、男性 9.9％、年齢では 30 代が 30.4%と最も多く、 

40 代、50 代はともに 21％代であった。全体に占める 50 代以上も 

37.7％と微増した。職業の内訳としては勤め人が 3 割弱、専業主婦／ 

主夫も 3 割弱となっている。居住区は、すくらむ 21 が所在する高津区が 

最も多く隣接する宮前区、中原区、多摩区と続く。利用者割合は前年度

から大きく変化はないが、新規利用者の割合をみると、利用者全体の

33％が新規者で、リピーターの講座利用割合は 2 割程度である。 

■講座の全体満足度 

90％が「よかった」「まあよかった」と回答した。 

■本ページには掲載していないが、講座の参加の経路としては、広報チ

ラシが 4 割と多く、ホームページも 2 割超であった。

①性別 

33%

35%

11%

10%

11%

初めて利用 2～5回未満

5～10回未満 10回以上

無回答

7%

32%

13%

27%

3%

11%

3%

自営業・家族従業 勤め人（フルタイム）

パート／アルバイト 専業主婦／主夫

学生 無職

その他 無回答

72.0 18.0 

4.2 

5.4 

よかった まあよかった ふつう あまりよくなかった よくなかった 無回答

⑥ 講座満足度
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（２） 2019 年度 施設利用者アンケート集計結果 

【調査概要】 

 ・母 集 団：すくらむ 21 の全利用者 

 ・調査方法：受付窓口にて回答協力を依頼、退館までに受付窓口または回収箱（施設入口に設置）にて回収 

 ・調査対象：調査期間内に来館した利用者（ホール観覧者を除く） 

 ・調査期間：2019 年 11 月 1 日（金）～11 月 30 日（土） ※毎年 11 月に実施 

 ・有効回収：406 票 

【主要指標の結果】 

 

 回答者の認識する性で見ると女性の回答割合が高い。30 代～50 代女性がほぼ横ばいであった。今年度

は、より全体の感想を吸い上げることを目的とし、講座受講者に対してもアンケートを実施した事が関係し

ていると思われる。 

 有効票は 337 票の昨年に比べ 20.4％増加した。全体の居住区では前年度高津区との回答が 26.4%であ

ったが今年度は 35.7%となり近い地域の方からのご意見の割合が増えていると考えられる。 

 

①  職員の応対について 

 

 

 

 

 

②  環境美化について 

 

子供と一緒に利用させていただいた際、警備の方や職員の方にたくさん声をかけていただき安心して利用す

ることができました。  

受付の対応がとても感じ良く、親切で気持ち良く使えました。 

57.6 17.6 19.1 

1.0 0.0 

4.7 

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

有効回答(n=406) 

有効回答(n=406) 

42.6 46.8 

1.2 

9.3 

きれいに清掃が行き届いている 特に気にならない もっときちんと清掃すべきだ 無回答

【衛生面】 

古さで仕方がない面がある。 

時々汚れが気になります。 
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講座情報をわかりやすくしてほしい(HP)。 

ずっと市内に住んでいますがすくらむ 21 を知らなかったので、もっと情報を手軽に知りたい。 

③  警備・安全面について 

 

 

 

④  情報提供について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.5 38.0 16.9 

1.7 0.2 

13.7 

3.9 

見やすい まあ見やすい どちらともいえない やや見づらい 見づらい わからない 無回答

館内掲示の見やすさ

【建物について】

窓がなかなか開かない第  研修室。

網戸がないので不安グループ相談室。 

階段が少しせまい。

5.6 

83.1 5.9 

0.2 

10.8 

安心して利用ができる 安全面についてはやや心配がある

もっと安全面に配慮すべきだ 無回答

15.9 22.1 13.5 

3.7 1.2 

29.7 14.0 

見つけやすい まあ見つけやすい どちらともいえない やや見つけにくい

見つけにくい 見たことがない 無回答

HPでの情報の見つけやすさ
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⑤  施設・設備について 

 

 
 

 
 

アンケートの結果を踏まえた対応については、通年で実施している利用者アンケートやお客様からの声も含め、

施設設備の修繕・改善の対応へ掲載したほか、利用者の声への対応へ掲載した。 

 

 

８．個人情報の保護管理状況 

川崎市個人情報保護条例（昭和 60 年 6 月 29 日条例第 26 号）をはじめ、関係法令を遵守し独自の研修を実施

している。また、指定管理者であるすくらむ 21 運営共同事業体代表者のパーソルテンプスタッフ株式会社は、事

務局内に個人情報保護管理者を置き、管理運営を実施し、個人情報保護研修を年 2 回実施している。 

 

8.3 

15.7 

6.7 

貸し部屋・ホールの予約方法 情報提供 備品の要望

全体(n=421)

施設・設備に関して、今後改善してほしいところ(複数回答)

【空調関連】 

 空調の調整があるとよいです(多目的室)。 

 空調の効きが悪い(第 1 研修室)。 

 

【貸し部屋関連】 

 午前・午後で部屋が違う場合、荷物を預かってもらえるとありがたいです。 

 予約制でレイアウトを事前に行ってほしい。 

 

【飲食関連】 

 ポットの貸し出しと、食べ物の内容に制限はあるか知りたい。 

 部屋で飲食ができるとよい。 

 

【備品関連】 

 延長コードを常設希望。 

 談話室に子供用のイスがあると食事をさせやすい。 

 多目的室、椅子の移動が大変です（使わない時など）。 

 多目的室に鏡が欲しいです。 

 

【予約の要望】 

 楽屋の予約をふれあいネットで行えるようにしてほしい。 

 1 ヶ月前くらいに余裕を持って予約をできるようにしてほしい(第 1 楽屋)。 





Ⅲ 令和２年度 事業計画 

（2020.4.1～2021.3.31） 
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男女平等かわさき条例 
 

目 次 

 

前文 

第 1 章 総則（第 1 条～第 7 条） 

第 2 章 基本的施策等（第 8 条～第 15 条） 

第 3 章 拠点施設（第 16 条） 

第 4 章 男女平等推進審議会（第 17 条） 

第 5 章 雑則（第 18 条） 

附則 

 

 

 

 

 
川崎市においては、男女平等の実

現に向けて、国内外の動向を考慮し

つつ、地域の実情に応じた様々な取

組を進めてきた。 

 しかしながら、今なお、様々な分野

において男性を中心とする意識、性

別による固定的な役割分担等が存在

し、男女の自立、特に女性の社会的

及び経済的自立が阻まれている。 

 このような状況を踏まえ、市、市民

及び事業者が相互に協力しながら、

それぞれの役割を積極的に果たして

男女平等を一層推進していく必要が

ある。 

 男女があらゆる場において男女平

等にかかわる人権の侵害を受けるこ

とがなく、自立することができ、共に働

き、学び、及び生活することができる

快適で平和な男女共同参画社会とし

ての男女平等のまち・かわさきを創造

していくため、この条例を制定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 章   総  則 

 
(目的) 

第 1 条 この条例は、男女平等の推

進に関し、基本理念を定め、並び

に市、市民及び事業者の役割を明

らかにするほか、必要な事項を定

めることにより、男女平等を総合的

かつ計画的に推進し、もって市、市

民及び事業者の協働による男女共

同参画社会の形成に寄与すること

を目的とする。 

 

(基本理念) 

第 2 条 男女平等は、次の基本理念  

にのっとり、その推進が図られなけ

ればならない。 

(1) 男女が共に職場、学校、地域、家

庭その他の社会のあらゆる場(以

下「あらゆる場」という。)におい

て、個人として自立し、自由に生

き方を選ぶとともに、多様な生き

方及び個性を互いに尊重し、責

任を分かち合うこと。 

(2) 男女が共にあらゆる場において、

社会における制度、慣行、意識

等に起因する性別による差別的

取扱いを受けることがなく、人権

が尊重されること。 

(3) 社会のあらゆる分野における立

案、決定その他の活動に男女が

平等に参画する機会を確保し、

個人が本来持っている能力を十

分に発揮すること。 

(4) 男女が等しく政治的、経済的、社

会的及び文化的利益を享受する

ことができること。 

(5) 地域社会を構成するすべての者

が、自らの意思と相互の協力に

より、積極的に男女平等を推進

し、生活する者にとって快適な生

活優先型社会を創造すること。 

 

(市の役割) 

第 3 条 市は、男女平等を阻害する

要因を解消するよう努め、男女の

いずれかの参画が十分になされて

いない場における男女の平等な参

画の機会の確保(以下「男女の平

等な参画の機会の確保」という。)に

取り組むほか、あらゆる施策にお

いて男女平等が図られるよう男女

平等を総合的かつ計画的に推進す

る役割を担うものとする。 

 

(市民の役割) 

第 4 条 市民は、男女平等を阻害す

る要因を解消するよう努め、男女

の平等な参画の機会の確保に取り

組み、及び市の実施する男女平等

を推進するための施策(以下「男女

平等施策」という。)に協力する役割

を担うものとする。 

 

(事業者の役割) 

第 5 条 事業者は、その事業活動に

おいて、男女平等を阻害する要因

を解消するよう努め、男女の平等

な参画の機会の確保、育児、介護

等の家庭生活と職業生活が両立で

きるようにするための支援等に取り

組み、及び市の実施する男女平等

施策に協力する役割を担うものと

する。 
 



 

(男女平等にかかわる人権侵害の禁

止) 

第 6 条 何人も、あらゆる場におい

て、性別による差別的取扱い、性

的な言動に対する相手の対応によ

り当該相手に不利益を与え、又は

性的な言動により相手の生活の環

境を害する行為、配偶者等に対す

る著しい身体的又は精神的苦痛を

与える暴力的行為等の男女平等に

かかわる人権の侵害(以下「男女平

等にかかわる人権侵害」という。)を

行ってはならない。 

 

(男女平等にかかわる人権侵害に対

する相談及び救済) 

第 7 条 川崎市人権オンブズパーソ

ン条例(平成 13 年川崎市条例第

19 号)第 12 条第 1 項に規定する

市民等は、川崎市人権オンブズパ

ーソンに対し、男女平等にかかわ

る人権侵害について相談し、又は

男女平等にかかわる人権侵害から

の救済を求めることができる。 

2 市は、川崎市人権オンブズパーソ

ンによるもののほか、男女平等に

かかわる人権侵害に関する相談又

は救済については、関係機関、関

係団体等との連携を図るとともに

男女平等にかかわる人権侵害を受

けた者の立場に配慮した対応に努

めるものとする。 

 

 

第 2 章  基 本 施 策 等 
 

(行動計画) 

第 8 条 市は、男女平等施策その他

の男女共同参画社会の形成の促

進に関する施策の基本となる川崎

市男女平等推進行動計画(以下

「行動計画」という。)を策定するも

のとする。 

2 市長は、行動計画を策定する場

合は、あらかじめ、川崎市男女平

等推進審議会の意見を聴くととも

に、市民及び事業者の意見を反

映させるよう努めるものとする。 

3 市長は、行動計画を策定したとき

は、これを公表するものとする。  

4 前 2 項の規定は、行動計画の変

更について準用する。 

 

 

(年次報告) 

第 9 条 市長は、行動計画に基づい 

た施策の実施状況について年次報告

書を作成し、これを公表するものとす

る。 

(参画の機会を積極的に提供する施

策の推進) 

第 10 条 市は、社会のあらゆる分野

における活動への参画の機会に係

る男女間の格差の是正を図るた

め、必要な範囲内において、男女

のいずれか一方に対し当該機会を

積極的に提供する施策を推進する

ものとする。 

 

(学習等のための支援) 

第 11 条 市は、学校教育、家庭教育

その他社会における教育において

行われる男女平等に関する学習等

のために必要な支援に努めるもの

とする。 

 

(関係団体への支援) 

第 12 条 市は、男女平等を推進する

活動を行う関係団体の自主性及び

主体性を尊重しつつ、当該活動に

ついて必要な支援に努めるものと

する。 

 

(情報の収集及び調査研究) 

第 13 条 市は、男女平等に関する情

報の収集及び調査研究を行うもの

とする。 

 

(広報活動等) 

第 14 条 市は、男女平等に関する理

解の促進を図るため、広報活動を

行うとともに、市民及び事業者に対

する普及啓発及び必要な情報の提

供に努めるものとする。 

 

(推進体制等) 

第 15 条 市は、男女平等を総合的か

つ計画的に推進するため、必要な

体制を整備するものとする。 

2 市は、男女平等の推進に当たって

は、市民、事業者、関係機関、関係

団体等との有機的な連携に努める

ものとする。 

 

 

第 3 章 拠 点 施 設  
 

(拠点施設) 

第 16 条 市は、川崎市男女共同参

画センターを拠点として、男女平等

施策を推進するものとする。 

 

第 4 章  男女平等推進審議会 
 

(男女平等推進審議会) 

第 17 条 第 8 条第 2 項に定めるも

ののほか男女平等の推進に関す

る重要事項について、市長の諮問

に応じ、調査審議するため、川崎

市男女平等推進審議会(以下「審

議会」という。)を置く。 

2 審議会は、委員 13 人以内で組

織する。 

3 男女のいずれか一方の委員の数

は、委員の総数の 10 分の 4 未

満であってはならない。 

4 委員は、市民、事業者、関係団

体の代表者及び学識経験のある

者のうちから市長が委嘱する。 

5 委員の任期は、2 年とする。ただ

し、補欠の委員の任期は、前任

者の残任期間とする。 

6 委員は、再任されることができ

る。 

7 第 4 項の委員のほか、特別の事

項を調査審議するため必要があ

るときは、審議会に臨時委員を置

くことができる。 

8 委員及び臨時委員は、職務上知

ることができた秘密を漏らしては

ならない。その職を退いた後も同

様とする。 

9 前各項に定めるもののほか、

審議会の組織及び運営に関し必

要な事項は、市長が定める。  

 

 

第 5 章  雑  則  
 

(委任) 

第 18 条 この条例に定めるもののほ

か、 この条例の実施のため必要

な事項は、市長が定める。 

 

 

 

附 則  

 

この条例は、平成 13 年 10 月 1 日か

ら施行する。ただし、第 7 条の規定

は、市長が定める日から施行する。 

(平成 14 年 3 月 29 日規則第 32 号で

平成 14 年 5 月 1 日から施行) 



川崎市男女共同参画センター条例  

平成１１年３月１９日  

条例第１０号  

改正  

平成12年３月31日条例第38号  

平成17年７月１日条例第34号  

平成27年３月23日条例第２号  

（目的及び設置）  

第１条  男女が社会の対等な構成員として、あらゆる分野における活動に参画する男女共同参画社会の

形成に寄与するため、川崎市男女共同参画センター（以下「センター」という。）を設置する。  

（位置）  

第２条  センターの位置は、川崎市高津区溝口２丁目20番１号とする。  

（ホール）  

第２条の２  センターに、第１条の目的のほか、青少年の主体的な舞台芸術活動の促進に寄与すること

を目的として、ホールを付設する。  

（事業）  

第３条  センターは、第１条の目的を達成するため、おおむね次の事業を行う。  

(１ )  調査及び研究に関すること。  

(２ )  相談に関すること。  

(３ )  情報の収集及び提供に関すること。  

(４ )  研修会、講演会等の開催に関すること。  

(５ )  市民の学習、研修及び交流の活動の支援に関すること。  

(６ )  施設及び設備（以下「施設等」という。）を利用に供すること。  

（指定管理者）  

第４条  市長は、法人その他の団体であって次の要件を満たすものとしてその指定するもの（以下「指定

管理者」という。）にセンターの管理を行わせる。  

(１ )  センターの管理を行うに当たり、市民の平等な利用が確保できること。  

(２ )  事業計画書の内容が、センターの効用を最大限に発揮するとともに管理経費の縮減が図られるも

のであること。  

(３ )  事業計画書の内容に沿ったセンターの管理を安定して行う能力を有すること。  

２  前項の指定を受けようとするものは、事業計画書その他市長が必要と認める書類を市長に提出しな

ければならない。  

３  市長は、第１項の指定をしたときは、その旨を告示する。  

（指定管理者が行う管理の基準）  

第５条  指定管理者は、この条例及びこれに基づく規則の規定に従い、センターの管理を行わなければ

ならない。  

（指定管理者が行う業務の範囲）  

第６条  指定管理者は、施設等の利用許可に関する業務その他のセンターの管理のために必要な業務

を行わなければならない。  

（利用時間及び休館日）  

第７条  センターの利用時間及び休館日は、次のとおりとする。ただし、指定管理者は、特別の理由があ

ると認めるときは、利用時間を変更し、又は臨時に開館し、若しくは休館することができる。    

利用時間  午前９時から午後９時 30 分まで  

休館日  12 月 29 日から翌年の１月３日までの日  

 

（利用許可）  

第８条  センターの施設等を利用しようとする者は、指定管理者の許可を受けなければならない。  

（利用料金）  

第９条  前条の許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、指定管理者に利用に係る料金（以下「利用

料金」という。）を支払わなければならない。  

２  利用料金は、前払しなければならない。ただし、指定管理者が特別の理由があると認めるときは、こ

の限りでない。  

３  利用料金の額は、別表に定める金額の範囲内において、あらかじめ市長の承認を得て、指定管理者

が定めるものとする。  

４  利用料金は、指定管理者の収入とする。  



（利用料金の減免）  

第10条  指定管理者は、あらかじめ市長が定める基準に従い、利用料金を減額し、又は免除することが

できる。  

（利用料金の返還）  

第11条  既に支払われた利用料金は、返還しない。ただし、指定管理者は、あらかじめ市長が定める基

準に従い、その全部又は一部を返還することができる。  

（利用許可の制限）  

第12条  指定管理者は、管理上支障があるとき、その他施設等の利用を不適当であると認めるときは、

第８条の許可をしない。  

（利用許可の取消し等）  

第13条  指定管理者は、利用者が次の各号のいずれかに該当すると認める場合は、第８条の許可を取

り消し、又は施設等の利用を制限し、若しくは停止することができる。  

(１ )  利用の目的に反したとき。  

(２ )  秩序を乱し、他人の迷惑となる行為をしたとき。  

(３ )  偽りその他不正な行為により許可を受けたとき。  

(４ )  災害その他の事故により利用できなくなったとき。  

(５ )  工事その他市の事業の執行上やむを得ない理由により利用できなくなったとき。  

(６ )  前各号に定めるもののほか、この条例又はこれに基づく規則に違反したとき。  

（施設等の変更禁止）  

第14条  利用者は、施設等を利用する場合において、これを模様替えし、又はこれに特別の設備を付設

してはならない。ただし、指定管理者が特別の理由があると認めるときは、この限りでない。  

（利用権の譲渡等の禁止）  

第15条  利用者は、施設等を利用する権利を第三者に譲渡し、又は転貸してはならない。  

（原状回復）  

第16条  利用者は、施設等の利用を終了し、又は第８条の許可を取り消され、若しくは施設等の利用を

制限され、若しくは停止されたときは、直ちにその施設等を原状に回復し、又は返還しなければならない

。  

（取消し等による損害の責任）  

第17条  市及び指定管理者は、第13条第５号に該当する場合を除き、第８条の許可の取消し又は施設

等の利用の制限若しくは停止によって利用者に生じた損害については、その責めを負わない。  

（損害の賠償）  

第18条  施設等に損害を生じさせた者は、その損害を賠償しなければならない。ただし、市長がやむを得

ない理由があると認めるときは、賠償額を減額し、又は免除することができる。  

（委任）  

第19条  この条例の施行に関し必要な事項は、市長が定める。  

 

附  則  

この条例の施行期日は、市長が定める。（平成11年６月30日規則第64号で平成11年９月１日から施行）  

附  則（平成12年３月31日条例第38号）  

この条例の施行期日は、市長が定める。（平成12年５月25日規則第86号で平成12年８月２日から施行）  

附  則（平成17年７月１日条例第34号）  

（施行期日）  

１  この条例は、平成18年４月１日から施行する。ただし、第３条の次に４条を加える改正規定（第４条第

２項及び第３項に係る部分に限る。）は、公布の日から施行する。  

（経過措置）  

２  この条例の施行の際現に効力を有する市長の行った使用許可その他の行為で、この条例の施行の

日（以下「施行日」という。）において改正後の条例（以下「新条例」という。）の規定により当該行為に相

当する行為を行うべきものが新条例第４条第１項に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）と

なるものは、施行日以後においては、指定管理者の行った利用許可その他の行為とみなす。  

附  則（平成27年３月23日条例第２号抄）  

（施行期日）  

１  この条例は、平成27年４月１日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める

日から施行する。  

(１ )  第16条、第17条及び第20条の規定  平成27年５月１日  

(２ )  第３条の規定  平成27年６月１日  

(３ )  第19条の規定  平成27年７月１日  



(４ )  第７条の規定  平成28年４月１日  

(５ )  第12条、第14条及び第15条の規定  平成28年５月１日  

(６ )  第２条、第４条、第11条、第13条及び第18条の規定  平成28年６月１日  

(７ )  第６条の規定  平成28年９月１日  

(８ )  第５条の規定  平成28年10月１日  

(９ )  第８条の規定  平成28年11月１日  

 

別表（第９条関係）  

１  施設利用料       

種別  

金額  

午前  午後  夜間  全日  

９時～12 時  １時～５時  ６時～９時 30 分  ９時～９時 30 分  

会議室  1 ,700 円  2 ,300 円  2 ,900 円  6 ,900 円  

第１研修室  1 ,200 円  1 ,600 円  2 ,000 円  4 ,800 円  

第２研修室  1 ,200 円  1 ,600 円  2 ,000 円  4 ,800 円  

第３研修室  1 ,300 円  1 ,700 円  2 ,100 円  5 ,100 円  

第４研修室  1 ,200 円  1 ,600 円  2 ,000 円  4 ,800 円  

多目的室  2 ,300 円  3 ,100 円  3 ,900 円  9 ,300 円  

ホール  6 ,600 円  7 ,400 円  12 ,700 円  26 ,700 円  

第１楽屋  500 円  700 円  900 円  2 ,100 円  

第２楽屋  600 円  900 円  1 ,100 円  2 ,600 円  

 

（備考）  

１  土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日に利用する

場合の施設利用料の額は、規定利用料の２割増相当額とする。  

２  利用許可の時間を超えて利用する場合の施設利用料の額は、超過時間１時間（30分未満は切り捨て

、30分以上は１時間とする。）につき、その直前の利用時間の区分における規定利用料（前項の規

定を適用する場合は、同項の規定により算出して得た額）の１時間当たりの額の２割増相当額（10

円未満の端数は、切り捨てる。）とする。ただし、午前と午後又は午後と夜間の当該２区分を引き続

き利用する場合の中間時間の施設利用料は、無料とする。  

３  ホールを練習、準備等のために利用する場合の施設利用料の額は、規定利用料（前２項の規定を適

用する場合は、これらの規定により算出して得た額）の５割相当額（10円未満の端数は、切り捨てる

。）とする。  

 

２  設備利用料    

単位  金額  

１式、１本、１台、１列、１脚、１個、１枚、１キロワッ

トその他１単位  １回  
5 ,000 円  

 

（備考）  

１  本表においては、午前・午後・夜間をそれぞれ１回として扱う。  

２  利用許可の時間を超えて利用する場合の設備利用料の額は、超過時間１時間（30分未満は切り捨て

30分以上は１時間とする。）につき、その直前の利用時間の区分における規定利用料の１時間当た

りの額の２割増相当額（10円未満の端数は、切り捨てる。）とする。ただし、午前と午後又は午後と

夜間の当該２区分を引き続き利用する場合の中間時間の設備利用料は、無料とする。  

３  ホールを練習、準備等のために利用する場合の設備利用料の額は、規定利用料（前項の規定を適用

する場合は、同項の規定により算出して得た額）の５割相当額（10円未満の端数は、切り捨てる。）

とする。  

 



川崎市男女共同参画センター条例施行規則
平成１１年８月１６日

規則第７５号

（趣旨） 

第１条 この規則は、川崎市男女共同参画センター条例（平成11年川崎市条例第10号。以下「条例

」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（公告） 

第２条 市長は、条例第４条第１項の規定により川崎市男女共同参画センター（以下「センター」

という。）の管理を行わせるため、法人その他の団体（以下「法人等」という。）を指定しようと

するときは、あらかじめ次に掲げる事項を公告する。 

(１) 管理を行わせる施設の名称及び所在地 

(２) 条例第４条第１項に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）が行う管理の基準

及び業務の範囲 

(３) 指定管理者の指定の予定期間（以下「指定予定期間」という。） 

(４) 条例第４条第２項の規定による事業計画書その他市長が必要と認める書類の提出（以下「事

業計画書等の提出」という。）の方法 

(５) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

（事業計画書等の提出） 

第３条 事業計画書等の提出は、市長が定める期間内にしなければならない。 

２ 条例第４条第２項に規定する事業計画書その他市長が必要と認める書類は、次に掲げるとおり

とする。 

(１) 指定予定期間に属する各年度のセンターの管理に係る事業計画書及び収支予算書 

(２) 定款又は寄附行為及び登記事項証明書（法人以外の団体にあっては、これらに相当する書類

） 

(３) 事業計画書等の提出をする日（以下「提出日」という。）の属する事業年度の前事業年度に

おける財産目録、貸借対照表及び損益計算書若しくは活動計算書又は収支計算書。ただし、提出日

の属する事業年度に設立された法人等にあっては、その設立時における財産目録とする。 

(４) 提出日の属する事業年度及び翌事業年度における法人等の事業計画書及び活動予算書又は収

支予算書 

(５) 役員の名簿及び履歴書 

(６) 組織及び運営に関する事項を記載した書類 

(７) 現に行っている業務の概要を記載した書類 

(８) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

（指定管理予定者） 

第４条 市長は、事業計画書等の提出をした法人等が２以上あるときは、条例第４条第１項各号に

掲げる要件（以下「指定要件」という。）を満たし、かつ、条例第１条に規定する目的を達成する

上で最も適切と認めるものを指定管理者の予定者（以下「指定管理予定者」という。）とする。 

２ 市長は、事業計画書等の提出をした法人等が１である場合において、指定要件を満たすときは

、当該法人等を指定管理予定者とする。 

３ 市長は、前条第１項に規定する市長が定める期間内に事業計画書等の提出をした法人等がない

とき、又は前２項の指定管理予定者がないときは、再度、第２条の規定による公告を行う。 

（通知） 

第５条 市長は、条例第４条第１項の指定をしたときは、指定された法人等に対し、指定管理者指

定書（別記様式）により通知する。 

（協定） 

第６条 指定管理者は、市長とセンターの管理に関する協定を締結する。 

２ 前項の協定においては、次に掲げる事項を定めるものとする。 

(１) 事業計画に関する事項 

(２) 利用許可に関する事項 

(３) 利用に係る料金（以下「利用料金」という。）に関する事項 

(４) 管理に要する費用に関する事項 

(５) 管理を行うに当たって保有する個人情報の保護に関する事項 

(６) 管理の業務の報告に関する事項 

(７) 指定の取消し及び管理の業務の停止に関する事項 

(８) 川崎市契約条例（昭和39年川崎市条例第14号）に規定する作業報酬に関する事項 

(９) その他市長が必要と認める事項 



（利用許可の申請） 

第７条 条例第８条の規定によりセンターの施設及び設備（以下「施設等」という。）の利用許可

を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、指定管理者に申請しなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、次に定めるところによる。ただし、指定管理者が特別の理由がある

と認めるときは、この限りでない。 

(１) 会議室、研修室又は多目的室を利用しようとする場合にあっては、利用日の属する月の４月

前の月（以下「申込月」という。）の17日から23日までの間に予約の申込みをし、当該予約が承諾

されたときは、申込月の25日から28日までの間（以下「申請期間」という。）に申請しなければな

らない。 

(２) 前号の規定にかかわらず、同号の規定による申請がなかったこと、第10条の規定による届出

があったこと等により利用しようとする者がない同号に規定する施設を利用しようとする場合にあ

っては、申請期間経過後においても申請することができる。 

(３) ホールを利用しようとする場合にあっては、利用日の属する月の12月前の月の初日から申請

することができる。 

(４) 楽屋を利用しようとする場合にあっては、利用日の10日前から申請することができる。 

(５) 第１号及び前号の規定にかかわらず、ホールの利用と併せて会議室、研修室、多目的室又は

楽屋を利用しようとする場合にあっては、利用日の属する月の12月前の月の初日から申請すること

ができる。 

（利用許可書の交付） 

第８条 指定管理者は、申請者に対し前条第１項の利用許可をしたときは、原則として利用に係る

許可書を申請者に交付しなければならない。 

（利用料金の減免申請等） 

第９条 条例第10条の規定により利用料金の減額又は免除を受けようとする者は、原則として第７

条第１項の規定による申請と同時に指定管理者に申請しなければならない。 

２ 指定管理者は、利用料金の減額又は免除の申請に対する決定をしたときは、当該決定に係る通

知書を申請者に交付しなければならない。 

（利用中止届） 

第10条 第７条第１項の利用許可を受けた者（以下「利用者」という。）が施設等の利用を中止す

るときは、速やかにその旨を指定管理者に届け出なければならない。 

（利用料金の返還） 

第11条 条例第11条ただし書の規定により利用料金を返還する場合は、次に定めるとおりとする。 

(１) 条例第13条第４号又は第５号の規定により指定管理者が第７条第１項の利用許可を取り消し

たとき。 利用料金の全額 

(２) ホールと併せて利用しない場合の会議室、研修室、多目的室又は楽屋の利用者が利用日の３

日前までに利用中止を届け出たとき。 利用料金の全額 

(３) ホール又はホールと併せて利用する場合の会議室、研修室、多目的室若しくは楽屋の利用者

が利用日の６月前までに利用中止を届け出たとき。 利用料金の全額 

(４) ホール又はホールと併せて利用する場合の会議室、研修室、多目的室若しくは楽屋の利用者

が利用日の４月前までに利用中止を届け出たとき。 利用料金の５割相当額 

(５) 前各号に定めるもののほか、市長が正当な理由があると認めるとき。 利用料金の全額 

（利用期間等の制限） 

第12条 指定管理者は、施設等の利用の公平を図るため必要があると認めるときは、同一利用者が

１月以内に施設等を利用する期間又は回数を制限することができる。 

（施設等の模様替え等） 

第13条 条例第14条ただし書の規定により施設等を模様替えし、又は特別の設備を付設しようとす

る者は、原則として第７条第１項の規定による申請と同時に指定管理者に申請し、その承認を受け

なければならない。 

２ 指定管理者は、前項の承認をしたときは、施設等の模様替え等に係る承認書を申請者に交付し

なければならない。 

３ 第１項の承認を受けた者が施設等を模様替えし、又は特別の設備を付設したときは、利用後直

ちに自己の負担においてこれを原状に回復し、又は撤去しなければならない。 

（遵守事項） 

第14条 利用者又は入館者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(１) 定員を超えて入場させないこと。 

(２) 利用許可された以外の施設等を利用しないこと。 

(３) 壁、柱、扉等に張り紙をし、又はくぎ類を打ち込まないこと。 



(４) 所定の場所以外で火気を使用しないこと。 

(５) 危険物等を持ち込まないこと。 

(６) 許可を受けずに物品の販売又は飲食物の提供をしないこと。 

(７) 許可を受けずに寄附募集その他これに類する行為をしないこと。 

(８) 所定の場所以外で飲食し、又は喫煙しないこと。 

(９) 前各号に定めるもののほか、指定管理者の指示した事項 

（管理上の入室） 

第15条 利用者は、管理のために立ち入る係員の入室を拒むことができない。 

（整理員の配置） 

第16条 利用者は、施設の利用に際し、センター内外の秩序保持のため必要な整理員を置かなけれ

ばならない。ただし、指定管理者が必要がないと認める場合は、この限りでない。 

（利用後の点検） 

第17条 利用者は、施設等の利用を終了したときは、係員に報告し、その点検を受けなければなら

ない。 

（委任） 

第18条 この規則の施行に関し必要な事項は、市民文化局長が定める。 

附 則 

この規則は、平成11年９月１日から施行する。 

附 則（平成12年７月27日規則第99号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成12年８月２日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正前の規則の規定により調製した帳票で現に残存するものについては、当分の間、必要な箇

所を訂正した上、引き続きこれを使用することができる。 

附 則（平成15年６月30日規則第79号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成15年７月２日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の規則の規定は、平成15年10月１日以後の使用に係るものから適用し、同日前の使用に

係るものについては、なお従前の例による。 

３ この規則の施行の際、改正前の規則の規定により行った申請その他の行為で現に効力を有する

ものについては、改正後の規則の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成17年７月１日規則第80号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成18年４月１日から施行する。ただし、第１条の次に５条を加える改正規定及

び附則の次に様式を加える改正規定は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に効力を有する市長又は市民局人権・男女共同参画室主幹に対して行わ

れた申請その他の行為で、この規則の施行の日（以下「施行日」という。）において改正後の規則

（以下「新規則」という。）の規定により当該行為に相当する行為が新規則第２条第２号に規定す

る指定管理者（以下「指定管理者」という。）に対して行われるべきものとなるものは、施行日以

後においては、指定管理者に対して行われた申請その他の行為とみなす。 

附 則（平成20年３月31日規則第16号抄） 

この規則は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成21年５月29日規則第53号抄） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成24年３月30日規則第18号） 

この規則は、平成24年４月１日から施行する。 

附 則（平成25年３月29日規則第33号） 

この規則は、平成25年４月１日から施行する。 

附 則（平成25年11月13日規則第94号） 

この規則は、平成25年12月17日から施行する。 

附 則（平成28年３月31日規則第13号） 

この規則は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則（平成28年９月30日規則第74号） 



この規則は、平成28年10月１日から施行する。 

別記様式

指定管理者指定書

川崎市指令 第 号

住 所

名 称

代表者の氏名 様

を川崎市男女共同参画センターの指定管理者に指定しましたので、川崎市男

女共同参画センター条例施行規則第５条の規定により通知します。

年 月 日

川崎市長 印

指定期間 年 月 日から 年 月 日まで



川崎市男女共同参画センター管理運営要綱

 
（趣旨）

第１条 この要綱は、川崎市男女共同参画センター（以下「センター」という。）の管理運営について、川崎市男女共

同参画センター条例（平成１１年川崎市条例第１０号。以下「条例」という。）及び川崎市男女共同参画センター条

例施行規則（平成１１年川崎市規則第７５号。以下「規則」という。）で定めるもののほか必要な事項を定めるもの

とする。

（申請等の受付時間）

第２条 条例及び規則に基づく利用の申請及び届出の受付時間は、次に定めるとおりとする。

（１）会議室、研修室、多目的室又は楽屋にあっては、開館日の午前８時３０分から午後７時までとする。ただし、川崎

市公共施設利用予約システム（以下「予約システム」という。）を利用する場合にあっては、別に定めるところに

よる。

（２）ホールにあっては、開館日の午前９時から午後７時までとする。ただし、利用日の属する月の１２月前の月の初

日については、午前１０時から午後７時までとする。

（３）第１号の規定にかかわらず、ホールの利用と併せて、同時に申請及び届出する会議室、研修室、多目的室又は

楽屋にあっては、前号の規定を準用する。

（申請の受付順位）

第３条 利用許可申請の受付順位は、申請順とする。この場合において、申請が同時の場合は、センターの設置目

的に沿って利用するものを優先し、その他の利用の場合は抽選による。ただし、予約システムを利用する場合に

あっては、別に定めるところによる。

（申請の期間）

第４条 規則第７条第２項ただし書に規定する条例第４条第１項に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）

が特別の理由があると認めるときの利用の申請の期間は、別表の左欄に掲げる施設の区分に応じ、同表中欄に

掲げる場合における同表右欄に定める期間とする。

（利用料金の減免）

第５条 条例第１０条の規定により、指定管理者が利用料金を減額し、又は免除する場合及びその額は、次のとおり

とする。ただし、ホールを練習、準備等のために利用する場合にあっては、第２号から第４号までの規定は、適用

しない。

（１）市がセンターの設置目的に沿って利用し、若しくは青少年の主体的な舞台芸術の活動の促進に寄与することを

目的として、ホール又は楽屋を利用する場合 利用料金の全額

（２）国若しくは他の地方公共団体又は他の地方公共団体が設置した男女共同参画若しくは女性のための総合的な

施設を運営する団体がセンターの設置目的に沿って利用する場合 利用料金の５割相当額（１０円未満の端

数は、切り捨てる。）

（３）労働者の能力発揮及び職業生活の安定等に寄与することを目的とする独立行政法人、特別民間法人、公益法

人又は特定非営利活動促進法（平成１０年法律第７号）に定める特定非営利活動法人その他これに準ずる団

体がセンターの設置目的に沿って利用する場合 利用料金の５割相当額（１０円未満の端数は、切り捨てる。）

（４）学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に定める学校、専修学校若しくは各種学校又は市に登録している青少年

団体若しくは青少年育成団体が青少年の主体的な舞台芸術活動の促進に寄与することを目的として、ホール

を利用する場合 利用料金の５割相当額（１０円未満の端数は、切り捨てる。）

２ 指定管理者は、市の共催を受けて実施する事業においてセンターの設置目的に沿って利用する場合又は指定

管理者が特別の理由があると認める場合の利用料金の減免については、当該事業の態様を勘案し、その都度市

長と協議の上決定するものとする。

３ 指定管理者は、前２項の規定によるほか、市長が特別の理由があると認めるときは、利用料金を減額し、又は免

除することができる。

（営利利用の制限）

第６条 会議室、研修室、多目的室又は楽屋については、営利を目的とした利用は許可しない。ただし、次に該当す

る場合は、この限りでない。

（１）物品の販売等

ア 研修会、講習会等の教材又は参考資料等の書籍、ＣＤ等の物品類であること。

イ 催事の講師、出演者等に関するものであること。

（２）入場料金等を徴する催事

ア 主催者が会員のために催すものであること。

イ 入場料金等は、他に比較して高額でないこと。

（特別利用の承認）

第７条 前条ただし書の規定により物品の販売等をし、又は入場料金等を徴する催事をしようとする者は、指定管理



者に趣意書を添えて申請し、その承認を受けなければならない。

（利用時間）

第８条 条例別表の１に定める利用時間は、準備及び後片付けに要する時間を含めるものとする。

（利用時間の延長）

第９条 利用許可の時間を超えて利用することができる場合は、利用時間区分の直後に利用者がいないとき又は管

理上支障がないときに限り認めるものとする。

（利用期間等の制限）

第１０条 規則第１２条に規定する同一利用者が１月以内に施設等を利用する期間又は回数は、原則として次に定

めるとおりとする。ただし、施設の利用状況に応じて利用可能なとき又は指定管理者が特別の理由があると認め

るときは、この限りでない。

（１）同一利用者が連続して同一施設を利用する期間 ４日を限度

（２）１月以内に施設等を利用する申請の回数 ４回以内

附 則

この要綱は、平成１１年９月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成１２年８月２日から施行する。

附 則

この要綱は、平成１５年７月２日から施行する。

附 則

この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２５年１２月１７日から施行する。

附 則

この要綱は、平成３１年１月２５日から施行する。

附 則

（施行期日）

１ この要綱は、令和２年４月１日から施行する。ただし、第５条第１項にただし書を加える改正規定は、令和３年４月

１日から施行する。

（経過措置）

２ 改正後の要綱別表ホールの項の規定は、この要綱（前項ただし書に規定する改正規定を除く。）の施行の日以後

に申請のあったものから適用し、同日前に申請のあったものについては、なお従前の例による。

３ 附則第１項ただし書に規定する規定の施行の日前に利用許可を受けている者の当該利用許可に係る利用料金

については、なお従前の例による。



別表（第４条関係）

施設名 区 分 提出の期間

会
議
室

研
修
室

多
目
的
室

市がセンターの設置目的に沿って利用する場合 利用しようとする日（引き続き２日

以上利用しようとする場合は、その

最初の日。以下同じ。）前１年以内
市の共催又は後援を受けて実施する事業においてセンタ

ーの設置目的に沿って利用する場合


市が利用する場合

利用しようとする日前６月以内
市の共催又は後援を受けて実施する事業において利用す

る場合

㉔

市がセンターの設置目的に沿って利用する場合、又は青

少年の主体的な舞台芸術の活動の促進に寄与することを

目的として利用する場合 利用しようとする日前１８月以内

市の共催又は後援を受けて実施する事業においてセンタ

ーの設置目的に沿って利用する場合

学校教育法に定める市内の学校、専修学校若しくは各種

学校又は市に登録している青少年団体若しくは青少年育

成団体が青少年の主体的な舞台芸術活動の促進に寄与

することを目的として利用する場合

利用しようとする日前１５月以内

市が利用する場合

利用しようとする日前１４月以内
市の共催又は後援を受けて実施する事業において利用す

る場合

備考 ホールの利用と併せて、会議室、研修室、多目的室又は楽屋を利用しようとする

場合、ホールと同じ期間に提出することができる。
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